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平成6年度市制施行40周年 

8 月31日現在（）内は前回比、男23,700 (+35) 女26,262 (+22） 計49,962（十57) ~~ト帯 16.936 (+ 9) 

平成6年度市制施行40周年

平成6
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),962(＋57）世帯16,936(＋9）
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8月31日現在（）内は前回比、男23,700(＋35）女26,262(＋22）計49,962(＋57）
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ど
こ
の
露
地
に
も
、
子
供
と
老
人
が
い
た
。
 

タ
暮
れ
ど
き
、
自
分
を
呼
ぶ
母
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
子
供
達
は

友
達
に
手
を
ふ
り
な
が
ら
、
 「さ
い
な
ら
三
角
、
又
切
っ
て
四
角
、
 

四
角
は
豆
腐
…
…
」
と
家
の
中
（
入
っ
て
行
く
し
 

そ
ん
な
風
景
か
ら
四
十
年
。
 

逢
っ
た
こ
と
は
な
い
の
に
 
な
つ
か
し
い
 

写
真
の
中
の
人
た
ち
ー
 

、 	」 

、“， 

、 

大人はみんな稲刈り。左にある、ワラで編んだかごは「コダシ」 
食べものが入っています。 （松島地区‘石岡） 

孫様をかででる （お守り）お婆ちや。 
（元町・八幡宮境内） 

平成6年10月 1日 2 

五所川原市は、H召和29年10月 1日、 

先人達の大いなる努力により、五j折

川原町と 6村（栄、中川、長橋、飯詰、 

松島、三好） が合併、人口、36,500 

人、世帯数、6,295、青森県の第5番

目の市として元気に誕生しました。 

別
の
、
人
と
宝
ち

大人はみんな稲刈り。左にある、ワラで編んだかごは「コダシ」
食べものが入っています。（松島地区・石岡）

ど
こ
の
露
地
に
も
《
子
供
と
老
人
が
い
た
。

夕
暮
れ
ど
き
へ
自
分
を
呼
ぶ
母
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
子
供
達
は

友
達
に
手
を
ふ
り
な
が
ら
、
「
さ
い
な
ら
一
二
角
、
又
切
っ
て
四
角
、

四
角
は
豆
腐
…
…
」
と
家
の
中
へ
入
っ
て
行
く
１
Ｌ

そ
ん
な
風
景
か
ら
四
十
年
。

逢
っ
た
こ
と
は
な
い
の
に
な
つ
か
し
い

写
真
の
中
の
人
た
ち
’
し

五”I原市は昭和29年10月Ⅱ昼－1
，先人達の大いなる努力により、玉所｜
，ノII原町と6村(栄中ﾉII長橘飯誌｜
｜松島､三好)が合併､人口、36,500

1縦苓蝋鯉笹雪’孫様をかででる（お守り）お婆ちや。
（元町・八幡宮境内）

平成6年10月1日2
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「何やってらの？」寒いけど、見たい。 
（丸大・角） 

「アメコ、フトツ、け 
（丸大・ 

寒空にビービーと焼いもの笛（本町、中三・山口前） 

かくユき 

角巻の中は 

ただ、ただ、あったか。 

（飯詰） 

太
鼓
を
た
た
け
ば

寒
さ

も
ど

こ
へ
や
ら
。
 

（
飯
詰
・
裸
参
り
）
 

「おてつだい」 

働くよろこび、この笑顔 

（錦町） 

3 	平成6」 t1Q月lI」 3平成6年10月’'1

｢何やってらの？」寒いけど、見たい。
（丸大・角）
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一
一
嚢
龍
『
そ
F
ラ
ン
ド
の
子
供
達
と
交
流
 

一
一
一
 

中

央
小
五

年
生
七
十

七
人
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
エ
リ

ン
ト
ン
か
ら
、
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会

の
招
待
で
来
県
し
た
チ
ャ
ー
ト
ウ

エ
ル
小
学
校

（
ニ
ー
ル・
ウ
ィ
ジ

ン
ト
ン
校
長
）
の
四
、
五
年
生
八

人
と
、五
所
川
原
中
央
小
学
校
（福

多

一
彦
校
長
）
の
圧
年
生
七
十
ヒ

人
が
、
九
月
八
日
か
ら
一
泊
二
日

の
日
程
で
、
市
内
神
山
の
鈍
珠
少

年
自
然
の
家
で
合
宿
研
修
を
行
い

友
情
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
 

合
宿
研
修
で
子
供
達
は
、
グ
ル
 

ー
プ
ご
と
に
一
本
の
竹
で
自
分
だ

け
の
面
白
け
ん
玉
を
作
っ
た
り
、
 

ト
ー
チ
棒
作
り
や
感
想
発
表
な
ど
 

キャンプフアイヤーを囲んで
楽しいゲーム（じゃんけん列車） 

記念にメツセージカードを贈り
別れを惜しむ子供達 

を
行
い
、
ま
た
、
タ
食
後
に
は
営

火
場
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

囲
ん
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
 

ー
ム
な
ど
を
し
、
楽
し
い
時
を
過

ご
し
て
す
っ
か
り
仲
良
し
に
な
り

ま
し
た
。
 

最
後
に
体
育
館
で
行
わ
れ
た
お

別
れ
の
集
い
で
は
、
中
央
小
の
渋

谷
耕
司
君
と
チ
ャ
ー
ト
ウ
ェ
ル
小

の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
フ
ァ
ー
ド

ハ
ン
君
が
 
「と
て
も
楽
し
い
時
を

過
ご
J
、
良
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
逢
う
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
い
と
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。
 

平成6年10月 1日 4 

五
所
川
原
俳
句
会
 

一
寸
の
草
履
に
紅
緒
地
蔵
盆
 

三
L
 
北
人
 

膝
う
す
き
老
母
の
正
座
ち
ち
ろ
鳴

く
 
成
田
 
市
子
 

新
居
は
や
と
ぼ
け
顔
し
て
竃
馬
来

る
 
松
宮
 
梗

子
 

蓮
池
の
亀
の
涙
目
浮
浪
者
 

斉
藤
今
日
子
 

天
道
虫
背
割
っ
て
よ
り
捌
ち
に
け

り
 
敦
賀
 
晴
川
 

露
草
や
遠
く
日
当
た
る
山
の
壁
 

尾
崎
 
泉
草
 

赤
い
べ
べ
の
姉
妹
地
蔵
に
盆
終
る
 

山
内
 
清
祐
 

胸
底
に
な
ほ
も
残
暑
の
別
れ
道
 

木
村
恵
九
坊
 

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
の
し
み
入
る
そ
ば

枕
 
成

田
 
千
空
 

句 

俳 

曾

意
の
花
か

G
  

ー
ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

o

平
山
雄
一
さ
ん

（
湊
字
千巳
‘
八
〇
）
廿
十
万
円
。
 

〇
中
村
良
一
さ
ん

（
敷島
町
五
一
、
中
村
建
築
板
金
店
）
I
十
万
円
。
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

〇
佐
々
木
セ
ツ
さ
ん
（
松
島
町
八
丁
目
一
〇
O
）
廿
一
万
円
。
 

o

工
藤
悦
子
さ
ん
廿
一
万
円
。
 

o

五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄
代
表
）
廿
二
万
互
百
九
十
五
円
、
 

お
し
ぽ
り
圧
十
組
。
 

〇
平
和
町
町
内
会
婦
人
部
（
工
藤
え
つ
子
代
表
）
廿
七
千
円
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（
田
沢
康
三
郎
代
表
）
廿
三
十
万
円
。
 

〇
竹
谷
美
和
子
さ
ん
・
演
歌
歌
手
（
蘇
鉄
三
ニ
ー
七
）
廿
五
万
円
。
 

〇
煎
茶
道
方
円
流
五
所
川
原
地
区

（
渋谷
藤
園
代
表
）
廿
一
万
八
千
九
百
 

七
十
八
円
。
 

＠
く
る
み
園
へ
 

o

小
笠
原
ケ
エ
さ
ん
（
田
町
七
）
廿
男
性
用
衣
類
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
六
個
分
。
 

o日
本
た
ば
こ
産
業
囲
弘
前
営
業
所
廿
た
ば
こ
七
十
五
個
。
 

o

第
三
民
生
委
員
協
議
会
（
工
藤
啓
三
代
表
）
、
第
四
民
生
委
員
協
議
会
 

（滑
野
貞
雄
代
表
）
、
第
五
民
生
委
員
協
議
会
（
小
野
稔
代
表
）
廿
り
 

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
。
 

回
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
日
赤
五
所
川
原
地
区
第
一
支
部
（
葛原
み
ち
代
表
）
廿
花
瓶
十
本
。
 

〇
成
田
ツ
ヤ
さ
ん
（
旭
町
四
〇
）
I
花
瓶
一
本
。
 

〇
長
岡
ハ
チ
エ
さ
ん
（
若
葉
二
丁
目
一
三
ー
一
四
）
廿
柾
一
鉢
。
 

〇
福
士
彦
造
さ
ん
 
宙
町
三
六
）
且
祭
り
用
提
灯
三
十
三
張
。
 

,
 

,
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
か
ら
、
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会

の
招
待
で
来
県
し
た
チ
ャ
ー
ト
ウ

エ
ル
小
学
校
（
ニ
ー
ル
・
ウ
ィ
ジ

ン
ト
ン
校
長
）
の
四
、
五
年
生
八

人
と
、
五
所
川
原
中
央
小
学
校
（
福

多
一
彦
校
僅
）
の
丘
年
生
七
十
七

人
が
、
九
月
八
日
か
ら
一
泊
二
Ｈ

の
日
程
で
、
市
内
神
山
の
掩
珠
少

年
自
然
の
家
で
合
宿
研
修
を
行
い

友
情
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

合
宿
研
修
で
俗
供
達
は
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
一
本
の
竹
で
自
分
だ

け
の
面
白
け
ん
玉
を
作
っ
た
り
、

ト
ー
チ
棒
作
り
や
感
想
発
表
な
ど

》華

一
一夕

－ －－

霊
雇書

営蓬3
β

霞
凄
痔
鵬
密
’
一
潅
一
医
一
確
Ⅲ

中
央
小
五
年
生
七
十
七
人

記念にメッセージカードを贈り
別れを'惜しむ子供達

を
行
い
、
ま
た
、
夕
食
後
に
は
営

火
場
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

囲
ん
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
し
、
楽
し
い
時
を
過

ご
し
て
す
っ
か
り
仲
良
し
に
な
り

ま
し
た
。

雌
後
に
体
育
館
で
行
わ
れ
た
お

別
れ
の
集
い
で
は
、
中
央
小
の
渋

谷
耕
司
君
と
チ
ャ
ー
ト
ウ
エ
ル
小

の
ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
・
リ
フ
ァ
Ｉ
ド

ハ
ン
巷
が
「
と
て
も
楽
し
い
時
を

過
ご
し
、
良
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
逢
う
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
〕
と
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。

患

炉
巌亭

キャンプファイヤーを囲んで
楽しいゲーム(じゃんけん列車）

：
◎
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

○
平
山
雄
一
さ
ん
（
湊
字
千
鳥
一
八
○
）
’
十
万
円
。

○
中
村
良
一
さ
ん
（
敷
島
町
五
一
、
中
村
建
築
板
金
店
）
’
十
万
円
。
｜

◎
社
会
福
祉
へ

○
佐
々
木
セ
ツ
さ
ん
（
松
島
町
八
丁
目
一
○
○
）
’
一
万
円
。

○
エ
藤
悦
子
さ
ん
’
一
万
円
。

○
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄
代
表
）
’
一
・
万
丘
百
九
十
五
円
、
一

お
し
ぼ
り
五
十
組
。

○
平
和
町
町
内
会
婦
人
部
（
工
藤
え
つ
子
代
表
）
’
七
千
円
。

○
松
緑
神
道
大
和
山
（
田
沢
康
三
郎
代
表
）
’
三
十
万
円
。

○
竹
谷
美
和
子
さ
ん
・
演
歌
歌
手
（
蘇
鉄
二
一
’
七
）
Ｉ
凪
が
円
。

○
煎
茶
道
方
円
流
五
所
川
原
地
区
（
渋
谷
藤
剛
代
炎
）
Ｉ
↑
万
八
千
九
百

七
十
八
円
。

◎
ぐ
る
み
園
へ

○
小
笠
原
ケ
エ
さ
ん
（
田
町
七
）
Ｉ
男
性
用
衣
類
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
六
個
分
。

○
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
弘
前
営
業
所
Ｉ
た
ば
こ
七
十
五
個
。

○
第
三
民
生
委
員
協
議
会
〈
工
藤
啓
二
代
表
）
、
第
四
民
生
委
員
協
議
会

（
清
野
貞
雄
代
表
）
、
第
五
民
生
委
員
協
議
会
（
小
野
稔
代
表
）
Ｉ
り

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
ニ
箱
。

◎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

○
日
赤
五
所
川
原
地
区
第
一
支
部
（
趨
原
み
ち
代
表
）
Ｉ
花
瓶
十
本
。

○
成
田
ツ
ヤ
さ
ん
（
旭
町
四
○
）
Ｉ
花
瓶
一
本
。

○
長
岡
ハ
チ
ヱ
さ
ん
（
若
葉
二
ｒ
Ｈ
・
三
’
一
四
）
Ｉ
柾
一
鉢
。

○
福
士
彦
造
さ
ん
（
田
町
三
六
）
Ｉ
祭
り
用
提
灯
三
十
三
張
。

呈
忌
の

Ｉ
と
う
も
あ
ｈ
ソ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
Ｌ

一
赤
い
べ
く
の
姉
妹
地
蔵
に
盆
終
る

膝
う
す
き
老
母
の
正
座
ち
ち
ろ
鳴

成
旧
市
子

く

冬
か
－
０
。
〃
鐸
０
〃
、
灸

蓮
池
の
鰹
の
涙
側
浮
浪
昔

斉
帳
今
日
子

…

新
居
は
や
と
ぼ
け
顔
し
て
龍
馬
来

る

松
宮
極
子

ひ
曙

鰯
草
や
遠
く
日
当
た
る
山
の
壁

尼
崎
呆
蕊

せ
な

尾

天
道
虫
背
割
っ
て
よ
り
細
ち
に
け

り

敦
賀
晴
川

胸
底
に
な
ぼ
も
残
暑
の
別
れ
道

木
村
恵
九
坊

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
の
し
み
入
る
そ
ば

先
成
田
千
空

Ｉ

べ
銘
釘

一
寸
の
草
履
に
紅
緒
地
蔵
盆

二
ｋ
化
人

厩
五
所
川
原
俳
句
会

面句
山
内
清
縮

4ド成6年10月111



全
国
大
会

へ
出
場
ノ
・
 

小
関

由
希

子
さ
ん
（

五
小

・
六
年
）
 

s
&
B杯
ち
び
っ

子
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

八
月
二
十
一
日
、
青
森
市
で

行
わ
れ
た
「
第
ト
回
s
&
B
杯

ち
び
っ
こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
 

で
、
五
所
川
原
小
学
校
の
小
関

由
希
子
さ
ん
が
、
六
年
生
女
子
 

の
部
（
．ニ千
冒
）
で優
勝
し
、
来

年
三
月
、
東
京

・
駒
沢
陸
L
競

技
場
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
2
な
り
ま
し
た
。
 

小
関
さ
ん
は
、
今
年
度
に
入

っ
て
か
ら
で
も
、
夜
越
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
二
千
冒
）
、
 

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
（二
千
冒
）
、
 

虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン

（
千

五
百
旨
）
、
及
び
青
森
マ
ラ
ソ
 

、
ノ（
一
一
千
冒
）
で
優
勝
、
輝
か

し
い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

《り
 

平成 6qn0月 1日 

市
制
四
ト
周
年
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

「わ

・
五
所
川
原
会
」
 
のメ
ン

バ
ー
が
広
報
に
登
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
フ
ァ

ー
ス
ト

バ
ッ
タ
ー
を
う
け
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
で
す
。
 

な
ん
だ
か
宣
伝
す
る
よ
う
で
心

苦
し
い
の
で
す
が
、
 「失
わ
れ
た

五
所
川
原
」
を
出
版
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

尊
敬
す
る
画
家
の
工
藤
甲
人
先

生
か
ら
の
も
の
は
中
で
も
う
れ
し

い
も
の
で
し
た
。
気
恥
ず
か
し
い
 
 

部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、
先
生
の

お
許
し
を
得
ま
し
た
の
で
そ
の
一

節
を
 
。
 

「ー

深
い
郷
土
愛
と
津
軽
人

の
持
つ
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
に
裏
打

ち
さ
れ
て
読
者
を
そ
の
場
に
立
た

し
め
る
凄
い
力
量
に
感
服
致
し
ま

し
た
。
ー
特
に

終
章
の
、
大
火

の
時
の
模
様
と
、
か
の
有
名
な
布

嘉
御
殿
の
焼
け
落
ち
る
描
写
は
全

く
息
も
つ
か
せ
ぬ
迫
真
の
筆
力
で

あ
り
ま
す
。
 ま
こ
と
に
得
難
い
お

仕
事
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。
五
所
川

原
の
レ
ク
ィ
エ
ム
で
す
ー

」
 

わ
た
し
は
こ
れ
で
死
ん
で
も
い
 

い
と
思
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
以
外
の
方
の
も
の
を

紹
介
す
る
と
、
 「当
時
の
圧
所
川

原
を
全
く
知
ら
な
い
一
人
で
す
が
、
 

何
故
か
私
の
ふ
る
さ
と
福
井
と
ダ

ブ
ら
せ
て
読
み
続
け
ま
し
た
」
（
住

宅
・
都
市
整
備
公
団

藤
田
氏
）
 

「青
森
や
五
所
川
原
を
知
ら
な
い

者
に
も
楽
し
い
読
み
物
に
な
っ
て

い
る
」
（
東京

・
医
師
丸

山
氏
）
 

「
こ
れ
が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
一

気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
五

所
川
原
の
悲
し
い
歴
史
と
山
本
さ

ん
の
思
い
が
よ

ー
く
わ
か
り
ま
し

た
。
 一
度
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
 
 

,
 

し
た
が
」
（
漫画
家
小

沢
氏
）
 

「五
所
川
原
を
知
ら
な
い
も
の
に

も
懐
か
し
い
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ

ま
す
。
ー
五

所
川
原
の
紙
碑
を

建
立
し
た
こ
と
に
な
り
」
（
デザ
イ

ナ
ー
河

合
氏
）
 

「そ
の
街
の
細
部
が
詳
細
に
克
明

に
描
写
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
街
が

街
と
し
て
非
常
に
鮮
明
に
イ
メ
ー
 

ジ
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
文
章
を

読
む
こ
と
の
基
本
的
な
快
感
。
一」
 

の
快
感
を
よ
り
濃
密
に
刺
激
し
て
 
 

く
れ
る
の
が
、『大
火
の
発
端
』
の

章
か
ら
終
章
ま
で
の
圧
倒
的
な
描

写
で
し
た
」
（
流
行
評論

田
測
氏
）
 

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
、
五
所
川

原
の
知
名
度
ァ
ソ
プ
に
は
貢
献
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

な
お
、
R
A
B
ラ
ジ
オ
で
十
月

三
日
か
ら
一
年
間
「
懐
か
し
の
五

所
川
原
」
と
し
て
放
送
に
な
り
ま

す
（
月
、
金
、
午
後
十
二
時
五
十

分
、
一
時
）
。
 

ふ
る
さ
と

の
み
な

さ
ん
、
 

お
元
気

で
す
か
①
 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
中
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
 「わ
・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

「そ
れ
な
り
に
や
っ
て
お
り
ま
す
」
 

山
 
本
 
和
 
夫
さ
ん
 

（本
町
畠
身
）
 

◆
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
 

（
東
京
都・
杉
並
区
）
 

－

市
制
四
十
周
年
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

「
わ
・
五
所
川
原
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
広
報
に
登
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト

バ
ッ
タ
ー
を
う
け
た
ま
わ
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
で
す
。

な
ん
だ
か
宣
伝
す
る
よ
う
で
心

苦
し
い
の
で
す
が
、
「
失
わ
れ
た

五
所
川
原
」
を
出
版
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

尊
敬
す
る
画
家
の
工
藤
甲
人
先

生
か
ら
の
も
の
は
中
で
も
う
れ
し

い
も
の
で
し
た
。
気
恥
ず
か
し
い

ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
、

お
元
気
で
す
か
①

1
東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
中
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
「
わ
・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
《
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

E

部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、
先
生
の

お
許
し
を
得
ま
し
た
の
で
そ
の
・

節
を
…
…
。

「
ｌ
ｌ
深
い
郷
土
愛
と
津
催
人

の
持
つ
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
に
蕊
打

ち
さ
れ
て
読
者
を
そ
の
場
に
立
た

し
め
る
凄
い
力
量
に
感
服
致
し
ま

し
た
。
Ｉ
特
に
終
章
の
、
大
火

の
時
の
模
様
と
、
か
の
有
名
な
布

語
御
殿
の
焼
け
落
ち
る
描
写
は
全

く
忠
も
つ
か
せ
ぬ
迫
裏
の
華
力
で

あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
得
雌
い
お

仕
蕊
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。
五
所
川

原
の
レ
ク
ィ
エ
ム
で
す
Ｉ
」

わ
た
し
は
こ
れ
で
死
ん
で
も
い

「
そ
れ
な
り
に
や
っ
て
お
り
ま
す
」

山
本
和
夫
さ
ん

（
本
町
出
身
）

◆
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

（
東
京
都
・
杉
並
区
）

F一可

い
と
思
い
ま
し
た
。

五
所
川
原
以
外
の
方
の
も
の
を

紹
介
す
る
と
、
「
当
時
の
丘
所
川

原
を
全
く
知
ら
な
い
一
人
で
す
が
、

何
故
か
私
の
ふ
る
さ
と
福
井
と
ダ

ブ
ら
せ
て
読
み
続
け
ま
し
た
三
住

宅
・
都
市
整
備
公
団
藤
田
氏
）

「
青
森
や
五
所
川
原
を
知
ら
な
い

者
に
も
楽
し
い
読
み
物
に
な
っ
て

い
る
三
束
京
・
医
師
丸
山
氏
）

「
こ
れ
が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
一

気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
丘

所
川
原
の
悲
し
い
歴
史
と
山
本
さ

ん
の
思
い
が
よ
－
く
わ
か
り
ま
し

た
。
一
度
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
が
」
（
漫
画
家
小
沢
氏
）

「
五
所
川
原
を
知
ら
な
い
も
の
に

も
懐
か
し
い
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ

ま
す
。
Ｉ
且
所
川
原
の
紙
碑
を

建
立
し
た
こ
と
に
な
り
」
（
デ
ザ
イ

ナ
ー
河
合
氏
）

「
そ
の
街
の
細
部
が
詳
細
に
克
明

に
描
写
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
街
が

街
と
し
て
非
常
に
鮮
明
に
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
文
章
を

読
む
こ
と
の
基
本
的
な
快
感
。
こ

の
快
感
を
よ
り
濃
密
に
刺
激
し
て

一一一＝

八
月
二
卜
《
川
、
蒜
森
市
で

行
わ
れ
た
「
第
十
Ｍ
Ｓ
＆
Ｂ
杯

ち
び
っ
こ
他
脹
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

で
、
五
所
川
原
小
学
校
の
小
関

由
希
子
さ
ん
が
、
六
年
生
女
子

全
国
大
会
へ
出
場
／
、

小
関
由
希
子
さ
ん
（
五
小
・
六
年
）

Ｓ
＆
Ｂ
杯
ち
び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

《
‐
４

の
部
令
一
千
脚
）
で
優
勝
し
、
来

年
二
月
、
来
京
・
駒
沢
陸
ｋ
競

技
場
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
関
さ
ん
は
、
今
年
度
に
入

っ
て
か
ら
で
も
、
夜
越
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
二
千
綴
）
、

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
（
二
Ｆ
燭
）
、

虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
千

丘
百
脚
）
、
及
び
奇
森
マ
ラ
ソ

ン
三
千
脚
）
で
優
勝
、
輝
か

し
い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

く
れ
る
の
が
、
『
大
火
の
発
端
』
の

章
か
ら
終
章
ま
で
の
圧
倒
的
な
描

写
で
し
た
二
流
行
評
論
田
劉
氏
）

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
、
五
所
川

原
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
は
貢
献
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
で
十
月

言
一
日
か
ら
一
年
間
「
懐
か
し
の
五

所
川
原
」
と
し
て
放
送
に
な
り
ま

す
（
月
～
金
、
午
後
十
二
時
五
十

分
～
一
時
）
。

４
●
６
Ｐ
Ｏ
ｊ
７
一
団
Ｏ
ｆ
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歌
手
デ
ビ
ュ

ー

ー
周
年
記
念
 

竹
谷
美

和
子
さ
ん

命
内
蘇巻
ォ
ン

ス
テ
ー
）ン
 

小
学
校
の
頃
か
ら
「
ち
び
っ
こ
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
」
 

の
県
代
表
に
な
る
な
ど
、
数
々
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

優
勝
し
て
き
た
竹
谷
さ
ん
は
、
九
月
十
一
日
、
新
築

に
な
っ
た
ば
か
り
の
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
で
、
デ
ビ
ュ
ー
ー
周
年
を
記
念
し
て
、
 「津
軽
海

峡
」
等
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

会
場
は
、
千
百
席
が
満
席
に
な
る
大
盛
況
で
、
竹

谷
さ
ん
に
贈
る
暖
か
い
大
き
な
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。
 

翌
、
十
一
百
、
竹
谷
さ
ん
の
父
、清
治
さ
ん
は
、美

和
子
さ
ん
と
共
に
佐
々
木
市
長
を
訪
れ
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
募
金
の
五
万
円
を
、
社
会
福
祉
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
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漆川獅子舞保存会による「獅子舞」 

高
校
生
が
 

交
通
事
故
防
止
を
誓
い
合
う
 

西
北
五
地
区

十
三
校
が

大
会
 

平成 6年10月1日 6 

、 	 ノ・ 

九
月
十
一
日
、
岡
五
所
川
原
市

観
光
協
会
（
丸
海
老
祐
造
会
長
）
 

が
主
催
す
る
「
市
民
秋
ま
つ
り
」
 

が
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
（
途
中
雨
の

た
め
会
場
を
富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

開
会
式
の
後
、
大
畑
登
山
唯
子
 
 

保
有
会
に
よ
る
 
「登
山
離
子
」
、
 

漆
川
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
「
獅

子
舞
」
や
県
民
謡
王
座
の
菊
地
鉄

男
さ
ん
と
民
謡
歌
手
の
柴
田
光
義

さ
ん
に
よ
る
民
謡
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
市
民
は
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

・
 

九
月
七
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
で
、
 「西
北
五
地
区
 

市
場
ま
つ
 

九
月
十
一
日
、
丸
中
五
所
川
原

中
央
水
産
卿
（
川
村
恒
儀
社
長
）
 

が
主
催
す
る
「
市
場
ま
つ
り
」
が

同
社
の
卸
売
市
場
（
市
内
広
田
）
 

で
行
わ
1
1、
大
勢
の
市
民
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

こ
の
市
場
ま
つ
り
は
、
同
社
の

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
開
会
式
の
後
、
う

な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
、
タ
イ
・
ハ

マ
チ
活
魚
網
す
く
い
な
ど
盛
り
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
会
場
 

,
 高

校
生
交
通
事
故
防
止
大
会
」
が
 

十
三
校
の
代
表
ら
約
八
百
人
の
参
 

加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

六
訪
れ
た
市
民
は
楽
し
い
一
H
着

過
ご
し
ま
し
た
。
 

意見発表をする山谷正志君 

（五所高） 

り
賑
や
か
に
 

丸
中

五
所
川
原
中

央
水
産
欄
 

わあノ大きな鯛だ（活魚すくい） 

大
会
で
は
、
四
校
の
代
表
者
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
防
止
へ
の
意
見

や
取
り
組
み
を
発
表
し
合
い
、
参

加
者
全
員
で
高
校
生
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
し
、
交
通
違
反
・
事
故

の
根
絶
の
た
め
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

九
月
十
一
日
、
㈱
五
所
川
原
市

観
光
協
会
（
丸
海
老
祐
造
会
長
）

が
主
催
す
る
「
市
民
秋
ま
つ
り
」

が
菊
ヶ
丘
水
郷
公
園
（
途
中
雨
の

た
め
会
場
を
富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
大
畑
登
山
雌
子
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鍔一識<;錘P鐸一少錘密…~鐸一…鑑密霊鍔…~~鐸唾鐸く~グー抄鐸〃垂乱華Ｑ

、

間

口

１
１
‐
１
１
１
１

財
３
．
§
§
．
§

艮
瞳
邑
箆
這
笛

一
必
の
弾
ず
ふ
●
Ｗ
Ｐ
品
●
ｖ
・
小
金
呼
必
◇
￥
品
心
哩
八
●
画

歌
手
デ
ビ
ュ
ー
一
周
年
記
念

竹
谷
美
和
子
さ
ん
蹄
内
蘇
謎
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

５
Ｖ
〆
●
や
・
ふ
り
叉
怠
ソ
必
●
函
●
．
温
●
唖
鳳
言
心
●
配
．
・
い
●
野
．
．
ふ
り
・
一
忽
配
：
“
９
ｑ
財
念
．
●
財
．
５
Ｗ
』
永
◆
ｗ
・
砥
９
．
〉
＄
ワ
・
・
財
．
，
容
可
：
が
ヅ
ザ
唖
●
唖
．
．
ｂ
＄
ソ
、
戦
笥
八
尋
妬
●
函
。
心
ｗ
ｐ
ふ
●
ｗ
●
．
心
◆
ｗ
・
一
公
理
・
心
●
彩
蕊
●
ｘ
ｘ
昇
塞

保
存
会
に
よ
る
「
登
山
嚇
子
」
、

漆
川
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
「
獅

子
舞
」
や
県
民
謡
王
座
の
菊
地
鉄

男
さ
ん
と
民
謡
歌
手
の
柴
田
光
義

さ
ん
に
よ
る
民
謡
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
市
民
は
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

市
民
秋
表
堂
駄

年
記
念

一
肺
内
蘇
鍬
）
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
》

小
学
校
の
頃
か
ら
「
ち
び
っ
こ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
》

の
県
代
表
に
な
る
な
ど
、
数
々
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
》

優
勝
し
て
き
た
竹
谷
さ
ん
は
、
九
月
十
一
日
、
新
築
》

に
な
っ
た
ば
か
り
の
、
ふ
る
さ
と
交
流
闇
民
セ
ン
タ
》

ｌ
で
一
ナ
ビ
ュ
ー
一
周
年
を
記
念
し
て
、
「
津
軽
海
》

峡
」
等
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
千
百
席
が
満
席
に
な
る
大
盛
況
で
、
竹
》

谷
さ
ん
に
贈
る
暖
か
い
大
き
な
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。
》

翌
、
十
二
日
、
竹
谷
さ
ん
の
父
、
清
治
さ
ん
は
、
美
》

和
子
さ
ん
と
共
に
佐
々
木
市
長
を
訪
れ
、
チ
ャ
リ
テ
密

ィ
募
金
の
五
万
円
を
、
社
会
福
祉
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
》

戸
ａ
■
■
ロ
■
申
０
』
日
，
０
晶
口
９
口
Ⅱ
。
Ｊ
凸
Ⅱ
肌
０
ｈ
画
Ⅱ
０
Ｊ
‐
４
』

Ｉ
■
』
写

■
■
●
■
ｐ
ｈ
ｐ
■
。
■
。
■
も
■
■
０
■
●
且
●
且
■
■
■
■
凸
画
■
丁
９
屯
■
６
■
Ⅱ
‐
ｌ
ｌ
ｐ
Ｂ
９
■
ｈ
，

漆川獅子舞保存会による｢獅子舞」

市
場
ま
つ
り
賑
や
か
に

丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
㈱

？

九
月
十
一
日
、
丸
中
五
所
川
原

中
央
水
産
㈱
（
川
村
恒
儀
社
長
）

が
主
催
す
る
「
市
場
ま
つ
り
」
が

同
社
の
卸
売
市
場
（
市
内
広
田
）

で
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

こ
の
市
場
ま
つ
り
は
、
同
社
の

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
開
会
式
の
後
、
う

な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
、
タ
イ
・
ハ

マ
チ
活
魚
網
す
く
い
な
ど
盛
り
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
会
場

九
月
七
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
で
、
「
西
北
五
地
区

P~守号

’＆ 高
校
生
が

交
通
事
故
防
止
を
誓
い
合
う

西
北
五
地
区
十
三
校
が
大
会

尾T2

ﾛ声Fーh■

ぎ藤琴
伊 験、蝿

、肘

毎
喝

F1

11

意見発表をする山谷正志君
（五所高）

を
訪
れ
た
市
民
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

高
校
生
交
通
事
故
防
止
大
会
」
が

十
三
校
の
代
表
ら
約
八
百
人
の
参

加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
四
校
の
代
表
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
防
止
へ
の
意
兇

や
取
り
組
み
を
発
表
し
合
い
、
参

加
者
全
員
で
高
校
生
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
し
、
交
通
違
反
・
事
故

の
根
絶
の
た
め
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

わあ／大きな鯛だ(活魚すくい）
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日頃の力、今こそ／ 

と
れ
た
ノ
・
ニ
ジ
マ
ス
だ
／
 

優勝帥ガソバッテノ（ゲートポール） 

「知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な
恵
み
」
 

を
テ
ー
マ
に
九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
に
開
催
さ
れ
 

た
「
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
＆
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
は
、
 

盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
お
子
さ
ん
連
れ
 

の
大
勢
の
市
民
で賑
わ
い
ま
し
た
。
 

既ソしんちゃんに、夢中ノ 

グラウンド・ゴルフ交歓会 

盛況．ノフリーマーケツト（4(）周年記念事業） 

大
爆
笑
ノ
・
へ
っ
ち
ょ
踊
り
 

第
三
回
へ
っ
ち
ょ
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
 

九
月
十
五
日
、
市
内
本
町
ハ
イ

カ
ラ
通
り
で
行
わ
れ
た
、
五
所
川

議

母
ま
つ
り
実
行
委員
会
（
五

所
川
原
商
工
会
議
所
）
主催
の
豊

焼
つ
が
る
平
野
（
っち
ょ
ま
つ
り

の
目
玉
「
（
っ
ち
ょ
踊
り
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
は
十
チ
ー
ム
、
三
十
二

人
が
出
場
、市
民
の
大
爆
笑
の
中
、
 

自
慢
の
踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 
 

大
賞

（
十万
円
）
マ
ナ
ッ
ク
青
森

チ
ー
ム
 

優
秀
賞

（
五万
円
）
東
奥
信
用
金

庫
五
所
川
原
支
店
チ
ー
ム
 

特
別
賞

（
一万
円
）
日
本
団
体
生

命
保
険
、
青
森
銀
行
五
所
川
原
支

店
、
津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
、
ザ

・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
 

ー
き
も
の
や
サ
イ
ヤ
ー
ト
、
五
所

川
原
農
林
高
等
学
校
相
撲
部
B
 

音楽に合わせて踊り出すと会場は大爆笑の渦 
（大賞のマナック青森チーム） 
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ー
旧

「
知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な
恵
み
」

を
テ
ー
マ
に
九
月
十
五
日
敬
老
の
日
に
開
催
さ
れ

た
「
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
＆
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
は
、

盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
お
子
さ
ん
連
れ

の
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

で－5羽一
､全 琴 と

れ
た
／
・
ニ
ジ
マ
ス
だ
ノ

己

r~可

』
一員令迦

■

グラウンド・ゴルフ交歓会

~

、 ノ

盛況／フリーマーケット(40周年記念事業）

九
月
十
五
日
、
市
内
本
町
ハ
イ

カ
ラ
通
り
で
行
わ
れ
た
、
五
所
川

あ
き
ん
ど

原
商
人
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
五

所
川
原
商
工
会
議
所
）
主
催
の
豊

焼
つ
が
る
平
野
へ
つ
ち
よ
ま
つ
り

の
目
玉
「
へ
つ
ち
よ
踊
り
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
は
十
チ
ー
ム
、
三
十
二

人
が
出
場
、
市
民
の
大
爆
笑
の
中
、

自
慢
の
踊
り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

一
Ｊ

大
賞
（
十
万
円
）
マ
ナ
ッ
ク
青
森

チ
ー
ム

優
秀
賞
宝
万
円
）
東
奥
信
用
金

庫
五
所
川
原
支
店
チ
ー
ム

特
別
賞
（
一
万
円
）
日
本
団
体
生

命
保
険
、
青
森
銀
行
五
所
川
原
支

店
、
津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
、
ザ
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ア
イ
タ

ー
き
も
の
や
サ
イ
ヤ
ー
ト
、
五
所

川
原
農
林
高
等
学
校
相
撲
部
Ｂ

音楽に合わせて踊り出すと会場は大爆笑の渦
（大賞のマナック青森チーム）

7平成6年10月1日



ふ
霧
鐘
喉
圏

繰
セ霧
タ
馴
 

恥
欝
中
オ
ル
莞
」
為
にo
 

ステンドグラス風の 
あじさいの花々 

ひ
喜

F
 

で
一
『
‘
さ

h
 

か
ね
て
よ
り
募
集
し
て
い
た
、
 

rふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」
 

の
、
愛
称
が
き
ま
り
ま
し
た
。
 

当
選
「
オ
ル
テ
ン
シ
ア
」
 

（
〇

r
te
n
s
i
a
)
 

（イ
タ
リ
ア
語
で
、あ
じ
さ
い
を
 

意
味
し
ま
す
。）
 

五
所
川
原
市
大
字
種
井
字
山
野
 

辺
二
三
三
ー
二
 高
橋
 
満
直
 

（
地
方
公務
員
）
 

十
月
一
日
、
落
成
記
念
式
典
に
 

お
い
て
表
彰
しま
す
。
 

（賞
状
と
副
賞
五
万
円
）
 

佳
作

（
五名
、
順
不
同
）
 

静
岡
県
由
比
町
・
関郁
子
、
鯵
 
 

ケ
沢
町
・
葛
西
志
の
ぶ
、
名
古
屋

市
・
田中
ひ
と
み
、
十
和
田
市

・

庭
田
純
一
、
蟹
田
町
・
若
山
正
美
 

（賞
状
と
副
賞
一
万
円
）
 

選
評

（
ふる
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
愛
称
選
考
委
員
会
）
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
 

の
施
設
の
特
色
と
し
て
、
ま
ず
最

初
に
、
ス
テ
ン
ドグ
ラ
ス
風
の
、
 

あ
じ
さ
い
の
色
ガ
ラ
ス
が
人
々
の

目
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。
 

更
に
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
散
策

路
に
は
、
世
界
の
あ
じさ
い
を
植

え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
市
民
の

憩
い
の
施
設
と
な
る
こ
と
な
ど
を
 
 

総
合
的
に
審
査
し
た
結
果
、
あ
じ

さ
い
の
名
称
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
か
ら
「
オ
ル
テ
ン
シ
ア
」
を

最
優
秀
と
し
ま
し
た
。
 

応
募
総
数
 
千
四
百
四
十
六
点
 

市
制
施
行
 

四
十

周
年
記

念
 

ふ
る
さ
と
交
流
 

圏
民
セ
ン
タ
ー
 

落
成
記
念
 

N
H
K公
開
セ
ミ
ナ

ー
 

趣

味

の

園
芸
 

〈
参加
者
募
集
〉
 N
H
K
テ
レ
ビ
 

「趣
味
の
園
芸
」
で
お
な
じ
み
の

柳
宗
民
さ
ん
を
迎
え
て
、
鉢
も
の

の
冬
越
し
対
策
に
つ
い
て
の
お
話

と
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
間
に
お
答

え
す
る
園
芸
相
談
を
行
い
ま
す
。
 

◆
と
き
 
十
月
二
十
九
日
（
土
）
 

午
後
一
時
三
十
分
5
 

「
蒔
三
十
分

◆
と
こ
ろ
 
ふ
る
さ
と
交流
圏
民

セ
ン
タ
ー
（
小
ホ
ー
ル
）
 

◆
主
催
 
N
H
K
青
森
放
送
局
、
 

N
H
K出
版
 

◆
講
師
 
柳
宗
民
（園
芸
研
究
家
）
 
 

◆
内
容
 
①
お
話
「
こ
れ
で
O
K
 

ー
鉢
も
の
の
冬
越
し
対
策
」
 

②
園
芸
相
談
 
ご
自
分
の
鉢
も
の

を
ご
持
参
し
て
、
先
生
に
ご
相
談

し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
 

◆
参
加
申
し込
み
 

は
が
き
か
白
甲
話
でお
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
入
場
無
料
）
 

西
〇
三
〇
青
森
市
松
原
二
ニ
ー
一
 

N
H
K青
森
放
送
局
「
趣
味
の

園
芸
」
係
 

電
〇
一
七
七
ー
七
四ー
五
一
一四

な
お
、
団
体
申
し
込
み
の
場
合

は
代
表
者
の
連
絡
先
と
参
加
人
数

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

N
H
K
 

ふ
れ
あ
い
広
場
 

入
場
無
料
・
参
加
自
由
 

◆
と
き
 
十
一
月
六
日
（
日
）
 

午
前
十
時
5
午
後
四
時
 

◆
と
こ
ろ
 
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
 

セ
ン
タ
ー
（
小ホ
ー
ル
）
 

◆
内
容
 
①
一
そ
らお
】
と
ジ
ャ
ン
 

プ
”
了
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
 

あ
そ
び
ま
し
よ
う
s
 

②
“み
ど
《
“ふ
あ
ど
】
の人
形
と
一
 

緒
に
写
真
を
撮
ろ
う
 

カ
メ
ラ
を
ご持
参
く
だ
さ
い
。
 

③
N
H
K番
組
写
真
パ
ネ
ル
展
 

,
 5

懐
か
し
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
ほ
か
5
 
④
N
H
K受
信
相
談

⑤
「ど
れ
み
ふ
あ
ど
ー
な
っ
つ
」
 

グ
ッ
ツ
販
売
 

⑥
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
 
ほ
か
 

N
H
K
 

ふ
た
り
の
ビ
ッ
ク

シ
ョ
ウ
公
開
録
画
 

〈
観
覧者
募
集
〉
 

◆
と
き
 
十
一
月
八
日
（火
）
 

午
後
六
時
三
十
分
開
演
 

◆
と
こ
ろ
 ふ
る
さ
と
交
流圏
民

セ
ン
タ
ー
（
大ホ
ー
ル
）
 

◆
主
催
 
N
H
K青
森
放
送
局
、
 

五
所
川
原
市
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
 

◆
出
演
 
未
定
 

◆
観
覧
申
し
込
み
 
往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
し
込
む
。
往
復
は
が

き
一
枚
に
つ
き
一
名
様
で
す
。
 

ー
、
 
〈
あて
先
〉
一
●
〇
三
〇
青
森
市
松
原

一
一ー
一ー
一
 N
H
K青
森
放
送
局
 

「ふ
た
り
の
ビ
ッ
グ
シ
ョ

ー
」
係
 

〈
締
め切
り
〉
＋月
】干
日
（
木
）
必
着
 

〈そ
の
他
〉
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

◆
間
い
合
わ
せ
先
 
N
H
K青
森

放
送
局
「ふ
た
り
の
ビ
ッグ
シ
ョ

ー
」
 

係
 
合
〇
一七
七
ー
七四
ー
五一
一
四
 平成6年10月 1日 8 
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鞠 噂

か
ね
て
よ
り
募
集
し
て
い
た
、

「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」

の
、
愛
称
が
き
ま
り
ま
し
た
。

当
選
「
オ
ル
テ
ン
シ
ア
」

（
○
耳
の
．
⑩
訂
）

（
イ
タ
リ
ア
語
で
、
あ
じ
さ
い
を

意
味
し
ま
す
。
）

五
所
川
原
市
大
字
種
井
字
山
野

辺
一
三
三
‐
二
高
橋
満
直

（
地
方
公
務
員
）

十
月
一
日
、
落
成
記
念
式
典
に

お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

（
賞
状
と
副
賞
五
万
円
）

佳
作
（
五
名
、
順
不
同
）

静
岡
県
由
比
町
・
関
郁
子
、
鯵

ふ
る
謹
詮
交
流

匠
哩
聖
徴
課
し
伽
辰
齢
繊
瞳
肇
淳
醸
篭
蟹
穆
臆

謹
癖
蝿
憾
過
撫
形
霧
蟻
泌
競
蹴
に
。

蕊 圏
民
篭
参
参
蔀

ケ
沢
町
・
葛
西
志
の
ぶ
、
名
古
屋

市
・
田
中
ひ
と
み
、
十
和
田
市
・

庭
田
純
一
、
壁
田
町
・
若
山
正
美

（
賞
状
と
副
賞
一
万
円
）

選
評
（
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
愛
称
選
考
委
員
会
）

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
特
色
と
し
て
、
ま
ず
最

初
に
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
、

あ
じ
さ
い
の
色
ガ
ラ
ス
が
人
々
の

目
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。

更
に
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
散
策

路
に
は
、
世
界
の
あ
じ
さ
い
を
植

え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
市
民
の

憩
い
の
施
設
と
な
る
こ
と
な
ど
を

零
ステンドグラス風の

あじさいの花々

〈
参
加
者
募
集
〉
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「
趣
味
の
園
芸
」
で
お
な
じ
み
の

柳
宗
民
さ
ん
を
迎
え
て
、
鉢
も
の

の
冬
越
し
対
策
に
つ
い
て
の
お
話

と
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答

え
す
る
園
芸
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
と
き
十
月
二
十
九
日
（
士
）

午
後
一
時
三
十
分
～三

時
三
十
分

◆
と
こ
ろ
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
（
小
ホ
ー
ル
）

◆
主
催
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

◆
講
師
柳
宗
民
（
園
芸
研
究
家
）

総
合
的
に
審
査
し
た
結
果
、
あ
じ

さ
い
の
名
称
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
か
ら
「
オ
ル
テ
ン
シ
ア
」
を

鮫
優
秀
と
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
千
四
百
四
十
六
点

市
制
施
行

四
十
一
周
隼
記
念

ふ
一
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
セ
ミ
ナ
ー

趣
味
の
園
芸

◆
内
容
①
お
誌
「
こ
れ
で
○
Ｋ

１
鉢
も
の
の
冬
越
し
対
策
」

②
園
芸
相
談
ご
自
分
の
鉢
も
の

を
ご
持
参
し
て
、
先
生
に
ご
相
談

し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◆
参
加
申
し
込
み

は
が
き
か
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
入
場
無
料
）

一
》
○
三
○
青
森
市
松
原
ニ
ー
ー
‐
一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局
「
趣
味
の

園
芸
」
係

査
○
一
七
七
’
七
四
１
五
一
一
四

な
お
、
団
体
申
し
込
み
の
場
合

は
代
表
者
の
連
絡
先
と
参
加
人
数

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
・
参
加
自
由

◆
と
き
十
一
月
六
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

◆
と
こ
ろ
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
（
小
ホ
ー
と
‐
～

◆
内
容
①
》
そ
ら
お
“
と
ジ
ャ
ン

プ
Ⅱ
～
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で

あ
そ
び
ま
し
ょ
う
～

②
”
み
ど
“
”
ふ
あ
ど
“
の
人
形
と
一

緒
に
写
真
を
撮
ろ
う

カ
メ
ラ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
写
真
パ
ネ
ル
展

Ｎ
Ｈ
Ｋ

ふ
れ
あ
い
広
場

‐

～
懐
か
し
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
ほ
か
～
④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
相
談

⑤
「
ど
れ
み
ふ
あ
ど
ｌ
な
つ
つ
』

グ
ッ
ツ
販
売

⑥
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
大
会
ほ
か

〈
観
覧
者
募
集
〉

◆
と
き
十
一
月
八
日
（
火
）

午
後
六
時
三
十
分
開
旗

◆
と
こ
ろ
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
と

◆
主
催
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局
、

五
所
川
原
市
ふ
る
さ
と
交
流
圏

・
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合

◆
出
演
未
定

◆
観
覧
申
し
込
み
往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
し
込
む
。
往
復
は
が

き
一
枚
に
つ
き
一
名
様
で
す
。

〈
あ
て
先
〉
壷
○
三
○
青
森
市
松
原

二
ｌ
－
ｌ
－
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局

「
ふ
た
り
の
ビ
シ
グ
シ
ョ
ー
」
係

〈
締
め
切
り
〉
十
月
一
千
且
木
）
必
需

〈
そ
の
他
〉
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

◆
問
い
合
わ
せ
先
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森

放
送
局
「
ふ
た
り
の
ビ
シ
グ
シ
ョ
ー
」

係
垂
○
一
七
七
‐
七
四
’
五
二
四

Ｎ
Ｈ
Ｋ

ふ
た
り
の
ビ
ッ
ク

シ
ョ
ウ
公
開
録
画
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平成 6年10月1 日から平JiiZ8 年9 月30日 

※ 平j戎 S 年10)1 1 LIからrよ、 

見直しがあります。 

応
急
手
当
は
、あ
わ
て
ず
、確
か
に
ー
。
 

一
 
市
消
防
署
で
は
、
J
R
五
所
川
原
 

「
、
駅
前
広
場
で
、
救
急
車
が
到
着
す
 

（
一
る
ま
で
に
必
要
な
、
応
急
手
当
の

零鵬
 
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

叫
 
訪
れ

た
市
民
は
、
救
急
隊
員
の

指
導
に
よ
り
、
人
形
を
使
「
て
の

融

線
嚇
法
と
止
血
法
の
実
技
を

学
習
し
ま
し
た
。
 

「
 
救
急
医

療
週
間
の
九
月
十
三
日
、
 

r国民健康保険」 からのお知らせ 
@）出産育児一時金の給ィ寸 

国保の主則呆険者が出産した場合、従来の分娩

費（助産費） と育児手当金を統合し、月勾戎6年 

10月1日から1児につきー律30万円の出産育

児―時金が支給されます。 

名 利く 助産費→出産育児ー時金 

（分娩費十育児手当金） 

支糸合額 24万円→30：万円 

回平成6年10月1日から口座振込に 

当市では、出産育児ー時金（助産費） ・葬祭

費が口座振込になります。 

出生届の際は、国民健康保険被保険者証、印

鑑、世帯主又は、保護者の預金口座番号（郵便

局を除く）が必要です。又、死亡届の際は、国

民健康保険被保険者証、印鑑、葬祭を行う方の

預金口座番号（郵便局を除く）が必要て三す。 

@）入院中の食事代の一部が患者負担になります

入院時の食事の費用について、診察や投薬、 

入院等の「療養の給付」から切り離して入院時  

食事療養費という別個の給f寸とし、平均的な家

計における食費を勘案した定額負担となり、負

担額は次のとおりです。 

くつ一般の人 	 1日 600円 

0市町村民手兇非課税世帯等の人 

(90日までの入院） 	 1日 450円 

くつ市W]本t民秒色非課税世帯等のメ、 

(90日を超えている場合の入院）・‘・1口 300円 

0市町村民税非課税世帯等の 

老齢福祉年金受給権者 	1日 2001月 

国民健康保険の有資格者で非課税・世帯等の人

が入院をするときは、被ィ呆険者言i］三、印鑑を持参

し国民健康保険標準負担額減額認定証の交イ寸（国

保年金課保険給右」‘係窓ロ）をうけて、被保険者

訂Eとー緒に病院窓口へ提示してください。 

なお、老人保健対象者は、国保年金課老人医

療係窓口で、認定証の交付をうけてください。 

’、 

D試験日 11月13日 （日） 

（高校生以外の学生も含む） 

11月20日 （日） 高校生 

）試験会場 一 般…青森公立大学 

弘前東二に業高等学校 

高校生・・・青森工業高等学校 

弘前東工業高等学校 

>種別 甲種・乙種・丙種 ×高校生は甲種の受 

験はできませーん。） 

ン受付期間 10月 3 日～10月12日 

※1頭書及び申し込み，書は消防オこ部及び消防署に 

あります。 

）問い合わせ 消防本部予防課 

" 35-2019 （内線 25・27) 

危険物取扱者試験事前講習会 
11月13日に行われノる危険l物取扱者試験に伴う 

事前講習会が次の日程で開催されます。 

＞講習日n寺 10月18日（火）、 11月19日（水） 

9時～17時‘ 

レ講習会場 ョi：所川原市字鎌谷町ー 

五戸斤川原市中央；公民館 

）受付 当日会場にて8時30分から行います。 

）問い合わせ 木村石油 合34-3165 

9 平成6年10月 1日 

ダ
宅
■
Ｉ
ｊ
〃
『
、
６
Ｊ
。
■
牙
凸
Ｄ
ｒ
Ａ
酎
司
Ｐ

鍵祷繍購証繊蕊鰯蕊瀬鴬識〃.〃灘|い凸二三溺璽綴
食事療養費という別個の給付･とし、平均的な家

計-における食費を勘案した定額負担となり、負

担額は次のとおりです。

◎出産育 児一時金の給 付

陸l保の被保険者が出産した場合、従来の分娩

費（助産饗）と育児手当金を統合し、平成6年

10月1日から1児につき一律30万円の出産育

児一時金が支給さオします。

角

１
国
句
占
竃
Ｊ
Ｕ
１
１
■
０
。
■
日
Ｒ
Ⅵ
ｕ
■
■
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｒ
Ｂ
■
■
■
■
■
０
■
日
０
日
０
８
，
日
■
９
Ｊ
■
ｐ
Ｈ

平成6年10月1日から平成8年9月30日

※平成8年10月1日からは、

見直しがあります。

○一般の人……………･……･…･……1日600円

○市町村民税非課税世帯等の人

（90日までの入院）…･…………・・1日450円

○市町村民税非課税･世帯等の人

（90日を超えている場合の入院)…1日300円

○市町ﾈ寸民税非課税世帯等の
勺

老齢福祉年金受給ｲ雀者……………1日200円』

I型民健康保険の有資ｵ各者で非課税世帯等の人

が入院をするときは、被保険者証、印鑑を持参

しI封民健康保険標準負#且額減額認定証の交付･(国

保年金課保険給付･係窓口）をうけて、被保険者

証と一緒に病院窓口へ提示してください。

なお、老人保健対象者Iま、国保年金課老人医

療係窓口で、認定証の交付･をうけてください。

ｉ
ｌ◎平成6年10月1日から口座振込に

当市では、出産育児一時金（助産費）・葬祭

費が口座振込になります。

出生届の際は、国民健康保|倹被保I倹者証、印

鑑、世帯主又は、保護者の預金口座番号（調;便

局を除く）が必要です。又、死亡届の際は、国

民健康保険被保険者訂首、印鑑、葬祭を行う方の

預金口座番号（弱;便局を除く）が必要です。

◎入院中の食事代の一部が患者負担になります

入院時の食事の費用について、診察や投薬、

入院等の「療養の給付･」から切り離して入院時

言
’
Ｉ

鱗識議 験叢瀧繕隙鋤 、一

陽試験日 11月13日 （日）一般

（高校生以外の学生も含む）

11月20日（日）高校生

し試験会場一般…青森公立大学

弘前東工業高等学ｲ交

高校生…青森工業高等学ｲ交

し種別甲種乙種熱鷲麓欝嘉の受
験はできません｡）

し受付期間10月3日～10月12日

※願書及び申し込み書は消防本部及び消I坊署に

あります。

吟問い合わせ消I坊本部予|坊課

狂35-2019（内線25．27）

応
急
手
当
は
あ
わ
て
ず
鐸
確
か
に
Ｉ
。

一
Ｊ

L･
…口

ーや 4－一

ー－－

救
急
医
療
週
間
の
九
月
十
三
日

市
消
防
署
で
は
、
Ｊ
Ｒ
五
所
川
原

駅
前
広
場
で
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
必
要
な
、
応
急
手
当
の

実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
市
民
は
、
救
急
隊
員
の

指
導
に
よ
り
、
人
形
を
使
っ
て
の

峨
癖
縦
罫
法
と
止
血
法
の
実
技
を

学
習
し
ま
し
た
。

議講雲農1薙畷禰綴篭議醗議
11月13日に行われる危険物取扱者試験に伴う

事前講習会が次の日程で開侭きされます。

F講習日時10月18日（火）、11月19日（水）
昂

9時～17時

し講習会場五所川原市字鎌谷町

五所ﾉII原市中央公民館

し受付当日会場にて8時30分から行います。

陽問い合わせ木村石油垂34-3165

9平成6年,0月1日

ど

ｐ

Ｌ

ｊ

ｐ

‐

Ｃ

Ｐ

ｂ

Ｉ

■

グ

レ

ｂ

Ｐ

ｂ

Ｌ

、

Ｆ

、

ｆ

ｒ

も

名利く

支糸合額

助産費→出産育児一時金

(分娩費十育児手当金）

24万円→30万円



五
所
川
原
市
の
 

「観
光
ビ
ー
T
オ
」
が
 

放
送
さ
れ

ま
す
。
 

津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
が
製
作
し
た
「
西
北
五
観
光
ビ
デ
オ
」
 

の
五
所
川
原
分
が
左
記
の
と
お
り
放
送
さ

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

o

番
組
名
 
青
森
放
送
（
R
A
B
)
 

津
軽
の
大
地
 

o

放
送
日
時
 
十
月
十
二
日
（
水
）
午
後

四
時
五
十
五
分
5
午
後
五
時
（
五
分
間
）
 

▽
問
い
合
わ
せ
 
市
役
所
企
画
調
整
課
 

（
内
線
 
三
一五
）
 

障害者のみなさんへ 

有料道路通行料金の割り弓はにコ
二―なる人の範囲が広くなります」 
これまで、肢体不自由の方が自ら連転し、イ」‘ 

料‘道路を通行する場合、通常の有料道路ii!］行料・

金の半額の割引措irlを受けることができました

が、平成 6年10月 1日より、割引措批を受ける

ことができる方のiilii 囲が次のように広がること

になりました。 

1．全ての身体障害者が自ら運転する場合 

2 ．重度の身l本障害者 ぐド表の障害区分及び程

度の方）又は重度の精神薄弱者を乗せて、介護

者（同一生計者）カお運転する場合 

※重度の身側邦章害者、重度の粁Iネ中薄弱者は、 

一 	J Rにおける第1有良身体障害者、第 1種半青 

r 神薄弱者と同じ範囲です 

@）割引手続には次のものをご持参ください。 

身ィ本障害者手帳（愛護手帳）、住民票の謄本こ、 

自動車運転免許証、車検証、印鑑。l 

ン問い合わせ 市役所福祉事務所 

福ネiJ員果（内線 371番） 

障 害 の 区 分 障害の程度 

視
聴
 
覚
覚
 
障

障
 
害
害
 

 

1級から3級までの各級 
及び4級の1 
2級及び 3級 

肢
 
体
 
不
 
自
 
山
 

由
 
由
由

肢
 
肢
幹

不
 
不
不

上
 
下
体

白
一
」
目
白
］
 

 

1級‘ 2級の1及び2級
の 2 
I級、 2級及び3級の1 
1級から3級までの各級 

乳幼児期以前 
の非進行性の 
脳病変による 

上肢機能 
障 	害 

1級及び 2級（ー上肢の
みに運動機能障害がある
場合を除く。） 

運動機能障害 
動
 
機
 

移
障
 
能
害
 

 

1級から3級までの各級 
（一下肢のみに運動機能
障害がある場合を除く。） 

内
部
障
害
 

心臓機能障害 
じん臓機能障害 
呼吸器機能障害 
ぽうこう又は直腸の 

機能障害 
小腸機能障害 

1級から4級までの各級 
1級から4級までの各級 
1級から4級までの各級 

1級から3級までの各級 

1級から4級までの各級 

「だれでと乞く曹る二たC)り、；こ― I 
牲人ポーツのつとい 

レ日日寺 -'V.'ji 6 年10)J 26日 (水) 9: 30-12 : 00 

レ場所 市民体育館 

）対象 どなたでも 

D講師i 市体育指導委員 

バウンドテニス公認審判員 

レ種目 

・キャッチング・・ゲ・ステック 

（細いステックをIIii直にたてて．つかみなが 

らi整むゲーム） 

・バンプーダンス 

（リズムにあわせて竹をとぷダンス） 

・リング・キャッチ・ 

（ゴムの輪をつかむク」’ーム） 

・バウンドラニニス 

（せまいコートで短いラケットを使い、ハー 

ドな1助きでなくできるテニス）・ 

・ターゲッ ト・バードゴ’ノレフ 

（羽のついたボールをネットにいれ／るゴルフ） 

ン服装 j璽1助のできる服装（ズックはl必ずり 

レ申し込み 当日会場で 

レ主催 五j可〒川原市知I人スポーツ協議会 

ン問い合わせ 五所)川京市教育委員会 

生涯スポーツ課 雪33- 1621 

県内の交通事故概況緩凝鼠策協議会 

発
生
  

S 月 累 iI」・ 
死
 
者
 の
 
う
 
ち
 
 

I";i
断i 者 の 死 者 20

(28) 
831 
(766) 

5,273 
(5,041) 

f次I酉i璽転による死者 ュ貧 
(13) 

シ
ー
ト
べ
ル
ト
 

着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 

39 
(41) 死

 
者
 
 

12
(7) 

7
x
 

7

‘り
《
 

 
非 着 川 者 

（着けていなかった人） 31(36) 
傷
者
  

1,025 
(1,006) 

6,537 
(6,181) 杵けていれば」りJカ、 

ったと‘皇紺っわノる人 
1-I 
(19) 

( ）内は liii年。牙h汁II 1 il i・ら‘ 

交通マナー・アップ青森’94運動 
⑥実施期間（秋季） 10月 1日～10月31日 
@）う璽働Jの重点 「ゆとり」 と 「ゆずり合 

い」のある交通行動の彪Jlテ 

お
・
五
所

川
原
会
」
ー
‘一

 

総
会
並

び
に
 

懇
親
会

の
お
し
ら
せ
 

日
時
 
平
成
六
年
十
月
二
士
一
日
（
土）
 

午
後
五
時
三
十
分
 

場
所
 
銀
座
ワ
シ
ン
ト
ン
ア
ー
ト
 

（
東
京
都
内）
 

会
費
 
七
千
円

（
年
会
費二
千
円
含
む
）
 

ご
親
戚
や
ご
子
息
な
ど
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
十
月
十
四
日
（
金
）
ま
で
に

市
役
所
総
務
課
 

（
内
線
」三
四
）
（
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

平成6イ 11o月 1日 10 

'I 

ノ、・ー 

＝障害者のみなさんへ＝ rだれでもすぐできる､たのしい－

｢有料道路通行料金の割り引きに司
L－なる人の範囲が広くなります」

L---軽スポーツのつどい
仁白時平成6年10月26日（水）9：30～12：00

仁場所市民体育館

し対象どなたでも

仁講師市体育指導委員

バウンドテニス公認審半ﾘ興

し種目

・キャッチンク、・‐ザ・ステック

（ 細 い ス テ ッ ク を 垂 漉 に た て て 、 つ か み な が

ら進むゲーム）

・ノミンブーダンス

（リズムにあわせて竹.をとぶダンス）

・リング・キャッチ

（ゴムの輪をつかむゲーム）

・ノミウンドテニス

（せまいコートで短いラケットを使い、ノ､－

ドな動きでなくできるテニス)。

・ターゲット。／ぐ一ドゴノレフ

（羽のついたボーノレをネットにいれるコンレフ）

し 服 装 運 動 の で き る 服 装 （ ズ ッ ク は 必 ず ）

し申し込み当日会場で

し主催五所川原市婦人スポーツ協議会

し問い合わせ五所ﾉ1I原市教育委員会

生涯スポーツ課垂33－1621

これまで、）伎体不自由の方が自ら運転し、有

料道路を通行する場合、通常の有料道I路通行料・

金の半額の割引措置を受けることができました

が、平成6年10月1日より、割引措瞳を受ける

ことができる方の範匪lが次のように広がること

になりました。

1．全ての身体障害者が自ら運転する場合

2．重度の身体I瞳害者（下表の障害区分及び程

度の方）又は承度の精神薄弱者を乗せて、介謹

者(I司一生計者）がう重転ずる場合

※重度の身体I蟻害者、璽度の精神薄弱者は、

JRにおける第1種身体障害者、第1種精

神薄弱者と同じ範匪lです

◎割引手続には次のものをご持参ください。

身体障害者手mc愛誰手帳)、住民票の謄本、

自動車運転免許証、車検証、印鑑。

仁問 い合わせ市役所福祉事務所

福祉課（内紡も371番）

今
L

#熱熟協漂／県内の交通事故概況

F司

（）内は前年。累計は1月から。

交通マナー・アップ青森'94運動

◎実施期間(秋季）10月1日～10月31日

◎う亜動の重‘点「ゆとり」と「ゆずり合

、い」のある交通行動の励行 ノ

「
わ
。
五
所
川
原
会
」

総
会
並
び
に

懇
親
会
の
お
し
ら
せ

日
時
平
成
六
年
十
月
二
十
二
、
（
土
）

午
後
五
時
三
十
分

場
所
銀
座
ワ
シ
ン
ト
ン
ア
ー
ト

（
東
京
都
内
）

会
費
七
千
円
（
年
会
費
二
千
円
含
む
）

ご
親
戚
や
ご
子
息
な
ど
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
十
月
十
四
日
（
金
）
ま
で
に

一
市
役
所
総
務
課
（
内
線
三
一
四
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

五
所
川
原
市
の
一

「
組
緋
冗
バ
ヒ
卦
丁
－
４
」
が
一

斗
似
嘩
革
さ
‐
れ
ま
＋
９
．
一

津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
が
製
作
し
た
「
西
北
五
観
光
ビ
デ
オ
」

の
五
所
川
原
分
が
左
記
の
と
お
り
放
送
さ

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
番
組
名
青
森
放
送
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
）

津
軽
の
大
地

○
放
送
日
時
十
月
十
二
日
（
水
）
午
後

四
時
五
十
五
分
～
午
後
五
時
宝
分
間
）

▽
問
い
合
わ
せ
市
役
所
企
画
調
整
課

（
内
線
三
一
五
）

10r-成6年10月1日

障害の区分

視覚障害

聴覚障害

肢
体
不
自
由

内
部
障
害

上肢不自由

下 肢 不 自由
体幹不自由

乳幼児期以前
の非進行性の
脳病変による
運動機能障害

心臓機能障審
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は直腸の

小腸機能障害
機能障害

上肢機能
隙害

移動機能
障害

障害の程度

1級から3級までの各級
及び4級の1
2級及び3級

1級、2級の1及び2級
の2

1級、2級及び3級の1
1級から3級までの各級

1級及び2級（一上肢の
みに運動機能|瞭害がある
場合を除く｡）

1級から3級までの各級
(一下肢のみに運動機能

障害がある場合を除く｡）

1級から4級までの各級
1級から4級までの各級
1級から4級までの各級

1級から3級までの各級

1級から4級までの各級

発
生

死
者

鰯
者

8 月

831

(766）

12

(7)

1，025

(1,006）

累計．

5，273

(5,041）

7 7

(90）

6，537

(6,181）

死
者
の
う
ち

『断＃

飲 酒 運 転 に よ る 死 者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

箸用義務者
(着けなければならない人）

非着用者
(着けていなかった人）

着けてぃｵ'しば助か
っ た と 思 わ れ , る 人

；者の死者
20

(28）

３
帥

１
，
》

39

(41）

31

(36）
４
ｍ
ｗ

ｌ
ｎ
》



全国防犯運動実施中 
／、「，,一“n口ロノ平成 6年10)1 1 日、，ハ「，II,' 
◇実施期間〈で二ニニ」に二】こ、二 > in日間 
NY " !J IS,TVJ I 	＼平成 6年10)110日／ SW I- I"J 

◇スローガン 

みんなでつくろう 

安心の街 
I il)リ「川馬 t」也区』遠力 ii」放・推進協i義会 

IL 	JJj 	JI ~ 

いなことでも結構です 

銃についての情報を、下記まで。 
ミ 	コ ！・・りトーバン 

0120-3241 10 
0 177-34-0780 

~’ーーーつ 

密輸 110番！ 

「「
200ボルトの電気機器」 1 

L - 	一 を使った料理教室―」 
D日時 

(1) 1Aコース」11月 2 ii（水）, 12月 7 日（水） 

(2) rBコース」11月1日（火）,12月 8 日（木） 

し、・ずれノも10時～13時、 どちらのコースもメ 

ニューは同じです。 

ン会場 東北電力（株）五所川原営業所 2階 

電化教室（五所川原市田町113-1) 
レ講師 （株）電力ライフ・クリエイ ト青森営業 

所のライフ・クリコニイター。 

ン募集人員 i阿コースとも15名、合計30名。 

（初めて参力「は才しる方を優先） 

レ教材費 I,000円（2I亘］分） 

レ申し込み方法 10月14日（金）までに、 どちら 

かのコースを電話でお申し込みください。 

＞申し込み先 お客さまサービス課胃35-2151 
内線 335へお購iいします。 

葬斎苑からのお願い 
火葬するとき、炉の故障事故発生の原因とな

るつぎの物を、棺の中へ絶対に入れーないようお

おiIit' 、たします“ 

ガラス製品（びん類等） ・ライター、スプレ 

ー類・缶詰類・ドライアイス 

なお、衣据i、寝具等については別に焼却いた

しますのでおI申しll」ください。 

その際、危険！物の混入の有無を確認して川す

ようご注意願います。 

五所川原市葬斎苑客29-3620・藻川火葬場 

11 平成6年10月 1日 

能力開発セミナー（10月分） 

ポリテワカレッジ青森 

姦
  
コース名 主な内容 対

象
 

定
員
 

日
数
 

開講 日 時 

1
  

メカトロニ インタ一フエ 中
 
級
  

5
 
名
 

に
u
 
日
  

10月 3 日（月） 
クス技術n イス技術の機 -10月7日（金） 

械制御 18: 00-21 : 00 

nノ］
 
 

C言語初級 C言語の基本 初
 
級
  

10 に
〕
 
日
  

10月3日（月） 
的な文法の習 ~10月 7 日（金） 
得 18: 00-21 : 00 

3
  

NCワイャ
カット放電 

プログラミン
グの基本と基 

初
 
級
  

0
 
名
  

n
J
 日
  

10月 4日（火） 
-10月6日（木） 

加工I 本加工 9 : 00-16 : 00 

4
  

音声認識 人間の言葉を 上
 
級
  

4
 
名
 

っ
J
 
日
  

10月4日（火） 
コンピュ―タ ~10月6日（木） 
に認識 9 : 00-16: 00 

[a
  

光デバイス 光半導体、デ 上
 
級
  

5
 
名
  

4
．
 
日
  

10月11日（火） 
の特性 バイスの特性 ~10月14日（金） 
測定技術 測定法 18 : 00-21 : 00 

【b
  

光通信技術 音声信号アナ 上
 
級
  

5
 
名
 

に
。
 
日
 
 

10月17日（月） 
I ログ伝送の設 ~10月21日（金） 

計と試作 18: 00-21 : 00 

［ー
  

任意歯形歯 曲線群のパラ 上
 
級
  

5
 
名
  

3
 
日
  

10月26日（水） 
車の製作 I メータ‘パソ ~10月28日（金） 

コン解析 9 : 00--16: 00 

8
  

無接点リレ ICによる制 中
 
級
  

5
 
名
 

り
。
 
日
 
 

10月26日（水） 
ーシ一ケン 御回路の設計 ~10月28日（金） 
ス制御 と試作 9 : 00-16: 00 

受講資格 学歴、年齢、寸生別は問いません。 

受 講 料 各コースとも、 2 000円。 

お申し込み・お問い合わせ 

青森」臓謀ミ能力りH発短期大学校 雪01 73-37-3201 
（定員に達し次第帝帝め切ります。） 

五所川原駅よりお知らせします 
10月19日（水）~21日（金）・24日（月）~28日（金） 一 

の8 日間、鯵ケ沢～二五所川原間で線路工事が行 ” 

われノ、上下合わせて 6 本の列車が区間運イ木とな 

ります。 

当日は下記のとおりバス代行輸送を行います 

が、川部・弘肩l募！では所定のタ1」車に接続となら 

ない場合がありますので、早めの列車をご年リ月, 
ください。 （接続等詳しい日寺刻表は五所川原駅 

舎に掲示しています。） 

バス代行時刻 

五所川原駅発 

鯵ケ沢駅行き 

鯵ケ沢駅発 

五所川原駅行き 

10時09分 

12時31分 

13時50分 

11時01分 

13時23分 

15時00分 

, 

[塗篭篇方｢『200ボﾉ認霊懲皇． し
P日時

(1)^Aコース」11月2日（水).12月7日（水）

(2)^bコース」11月1日（火).12月8日（木）

いずれも10時～13時、どちらのコースもメ

ニューは同じです。

し会場東北電力(株)五所ﾉII原営業所2Pg

電化教室（玉所ﾉII原市Ill町113-1)

し講師（株)電力ライフ・クリエイト脊森営業

所のラ イフ・クリエイ ター。

し募集人員両コースとも15名、合計･30名。

（初めて参加される方を優先）

し教材費1.000円(2|nl分）

し申し込み方法10月14日（金）までに、どちら

かのコースを電話でお申しi込みください。

し申し込み先お客さまサービス課容35-2151

内線335へお願いします。
／

r－可

、／

||全国防犯防 実全国 動 施中運

◇実施期聞く無調8聯>加酬’
◇スローガン

みんなでつくろう

安心の街

受 講 資 格 学 歴 、 年 齢 、 性 別 は 問 い ま せ ん 。

受講料各コースとも、2,000円。

お申し込み・お問い合わせ

青森職業能力開発短期大学ｲ交垂0173-37-320］

（定員に達し吹第締め．切ります｡）

五所ﾉII勝ﾐ地区鵠力追放推進1筋i雛会

五所ノ|｜ 原鮮察甥．
、 ノ

'1葬斎苑からのお願 '五所j順謙 ’蕊 苑 諜鮒議購蕊遥議す所の 五い

火葬するとき、炉の故|瞭那:故発生の原隊|とな

るつぎの物を、棺の中へ絶対･に入れないようお

願いいたします。

ガラス製品（びん類等）・ライター、スプレ

一類・缶詰類・ドライア イス

なお、衣類、寝具等については別に焼劃ル､た

しますのでお申し出ください。

その際、危'倹物の混入の有無を剛:認して出す

ようご注意願います。

五所ﾉII原市葬斎苑容29-3620・藻ﾉII火葬場

10月19日（水）～21日（金）・24日（月）～28日（金）

の8日|州、鯵ヶ沢～五所ﾉII原間で線路工事が行

われ 、上 下合 わせ て6 本の 列車 が区 間運 休と な

ります。

当日は下記のとおりバス代行輸送を行います

が、ノ11135-弘前i駅では所定の列車に接続となら

ない場合がありますので、早めの列車をご利用

ください。（接続等詳しい時刻表は五所川原駅

舎に掲示しています｡）

バス代行時刻

一
Ｊ

１
１
１

匠

密輸110番ノ
どんな、ささいなことでも結構です。

白い粉・けん銃についての'情報を、下記まで。｜
ミツユヒャクトーバン｜

函館 税関○1ao－32411O

｜青森税関支署○1フフー34-○フso

Ⅱ平成6年1(1月1日

jf

1

2

3

4

Ｆ
ヘ
リ

6

7

8

コース名

メカトロニ

クス技術Ⅱ

C言語初級

xcワイヤ

カット放電
加工I

音声認識

光デバイス
の特性
測定技術

光通信技術
I

任意歯形歯
車の製作I

無接点リレ
ーシーケン

ス制御

主な内容

インターフェ

イス技術の機
械制御

C言語の基本

的な文法の習

得

プログラミン
グの基本と基
本加工

人間の言葉を
コンピュータ

に認識

光半導体、デ
バイスの特性
測定法

音声信号アナ
ログ伝送の設
計と試作

曲線群のパラ
メータ、パソ

コン解析

1cによる制

御回路の設計
と試作

対
象

中
級

初
級

初
級

上
級

上
級

上
級

上
級

中
級

定
員

５
名

10

名

５
名

４
傘
箱

５
名

５
名

５
名

５
名

日
数

５
日

一
ｂ
【
口

３
日

３
日

４
日

５
日

３
日

３
日

開講日時

10月3日(月）
～10月7日（金）
18：00～21：00

10月3日(月）

～10月7日（金）
18：00～21：00

10月4日(火）

～10月6日(木）
9:00～16:00

10月4日(火）

-10月6日(木）
9:00～16:00

10月11日(火）
～10月14日（金）
18:00～21:00

10月17日(月）
~10月21日（金）
18:00～21:0o

10月26日(水）

～10月28日(金）
9：00～16：00

10月26日(水）
～10月28日(金）
9:00～16:00

五所川原駅発

鯵ヶ沢駅行き

10時09分

12時31分

13時50分

鯵ヶ沢駅発

五所川原駅行き

11時01分

13時23分

15時00分



ン；音量I十乙、1下言年圭7二っ C〕且昌は2又」上肩比青“じコ 

10月1日～7日（公証週間）」 

お気軽にご相談くださt 、 

弘前公証役場合O172- 34- 3084 

第5回記念 	 一1 

三五所川I片（武道協議会では、 日頃の稽古のI戎果

を市民の皆さんにご覧いただくために次のとお

り演武会を開僧~します。お気軽にお出でください。 

レ日日寺 平J戎6年10月10日 （体育の日） 

午前9時30分より 

）場所 I:所川原市民体育館 

ン主催 五所川原武道協議会（剣道協会、空手

道協会、柔道会、銃剣道協会、弓道会

相撲協会、少林寺拳法協会） 

L市民（硬式）テニス大会 
スポー：；ノの秋に、テニスでさわやかな汗を流

一 しませんか。五所川原市民及び仕事等で五所川

で 原に関係のある方であれィざ、 どなた（小中高生

を除く）でも参加できます。 

種 	目 出 場 制 限 参加糾 開催日 

―般男子 
ダブルスA級 

制 限 な し 

「 

1組 

3千円 

10月9日 
(Fl) 

一般女子 
ダブルスA級 
一般男子 
ダブルスB級 

県テニス協会選手登録
者及びこれと同等の実
力を有すると判断され
る者は出場できない 

一般女子 
ダブルスB級 
レクリエーシ
ョン団体戦 制 限 な し 無 料 

10月l0日 
（月） 

※レクリェーション団体戦は、I由選でグルーブ’ 

をつくり、 ダブルス（男子ー・女子一・ミックス） 

の団体戦を行うものです。ペアがいなくて10 
月 9 日の言式合に参加できない方でも、これノに

だけ1人で参加できまーか。 

＠集合時間 両日とも朝8時30分 

＠会場 菊ケ丘水郷公園テニス場 

r @）申し込みと問い合わせ 10月 5 日 （必着） 

ハガキに、ペア（団ィ本戦にだけ参加の場合

は1人）の氏名・住所・電話番号・参加種目

を記入し、次へ郵送してください。〒037 市内

大字稲実け：：米崎65-12 今井誠一雪35-7672 

@〉雨天の場合 当日朝雨天の場合でも．必ず会

場に集合してください。10月 9 日が終日Fl可天

で試合ができない場合は、10月10日に順延と

なり、団体：戦は中止となります。 

⑥主催 五所川原市テニス協会 

買物の契約解除など 	 っ 

クーリング・オフ制度ご存知ですか 
くつクーリング・オフとは、通信・。加り販売等で

商品を購入した際、それが本当に必、要かどうか 

『考え［白Iす』 8 日間の期間をi没け、 この期問内

であれば無条件で解約できる制度です。 

0販売業者に対する解約通知は害こ面で行わなけ

れノばなりません。 

0ただし次の場合は、 クーリング・オフできま

せん。 

①化粧品等．消耗品を但iった場合 

② 3,000Pお樹苗の現金］牧弓IC')場合 

（③指定外の商品・役務・権利・乗げ月自旦り」車。 

0米成年者の契約は、親の同意がない場合．1攻
り消しできます。 

消費生活に関する相談・や苦情の受付・け 

●青森県消費生1舌センター 

青森市コド町‘21目1-16 電 0177-22-3343 
●市役所総合サービス jl果 客35-2111 （内線281) 

「 郵便局肩間一二11 
10月1日～10月31日 

lあなたの愛を世界の国々へ 

10月6日（木）は「国際ボランティア貯金の日」 

あなたの通常財噴加7）、年 1回の受けII文
り利子の中の209らを、発展途上国の方々

の福祖ボリ上のためにご寄付いただくもの

です。お待ちしています、あなたの善意。 

貯金i課 電34-3205 

簡易保険創業の月記念プレゼント実施中 

10月は簡易保険創業の月。 

郵イ更局ではお客さまへの感謝の意を込

めて託l；念プレゼントとして、『10月 I「!に結

婚したカップル』 又は 『10月中に誕生し

た赤ちゃん』 にi記念品を差し上げます。 

実施期間は、平成 6年10月 1日-10月 

31日までです。詳しくは、郵但！局のかん

ぽセールスマンにお尋ねください。 

郵便物の時間外取り扱い時間の変更 

10fl 1日より、次のとおりとなります。 

平日 午前8時～ 9時。午後 7時～8時。 

(2 IFFl) 
土略lI-I 午前 8時～午後5li寺 

日曜日・祝日 午前9時～午後12時30分 

その他は従来ど才うりです。 

問い合わせ 総務a1 雪 34-3204 

コ- Tiに lIII古ニHユこ苦こ生！昇4ニA、」 五所川原武道演武会 

r
‘
ー
ー
ー
ー
‘
 

平成6年10月I日 12 

[重聖霊庁川原武道演武会」
｢貢物の契約
Lクーリン

解除など

グ.オフ制度ご存知ですか」
○クーリング・オフとは、通信・訪問販売等で

商i品を購入した際、それが本当に必要かどうか

『考え直す』8日|剛の期職jを設け、この期間内

であれば無条件で解約できる制度です。

○販売業者に対す-る解約通知は詩耐で行わなけ

ればなりません。

○ただし孜の場合は、クーリング・オフできま

せん。

①化粧品等、消耗品を使った場合

②3，000円未満の現金取引の場合

③指定外の商品・役務・権利・乗用自動車。

○未成年者の契約は、親の同意がない場合、取

り消しできます。

消費生活に関する相談や苦情の受付け

●青森県ﾔ肖盤生活センター

青森市本町2丁IllL6so177-22-3343

●市役所総合サービス‘操云35-2111（内線281）

玉所ﾉ11原武道協議会では、日頃の稽古の成果

を市民の皆さんにご覧いただくために次のとお

り演武会を開催します。お気I怪にお出でください。

し日時平成6年10月10日（体育の日）

午前9時30分より

陽場所五所川原市民体育館

し主催五所ﾉ||原武道協議会（剣道協会、空手

道協会、柔道会、銃剣道協会、弓道会

相撲1錫会、少林寺拳法協会）

|市民(硬式)テニー
スポーツの秋に、テニスでさわやかな汗を流

しませんか。五所ﾉII原市民及び仕事等で五所ﾉ11

原に関係のある方であれば、どなた（小中高生

を|余く）でも参加できます。

P

－－巴=一一一一F

｢一郵便息息官月三F
あなたの愛を世界の国々へ

10月6日(木)は「国際ボランティア貯金の日」
あなたの通常貯金の、年1I'Mの受け取

り利子の中の20％を、発展途上I玉|の方套

の福祉向上のためにご．寄付いただくもの

です。お待ちしています、あなたの善意。

貯賢金i裸垂34-3205

※レクリエーション団‘体戦は、抽選でグループ，

をつくり、ダブノレス（男子・女子・ミックス）

の団体戦を行うものです。ペアがいなくて10

月9日の試合に参加できない方でも、これに

だけ1人で参加できます。

◎集合時間両日とも朝8時30分

．会場菊ヶ丘水調I公陸lテニス場

◎申し込みと問い合わせ10月50(必精）
／、ガキに、ペア（団体j戦にだけ参加の場合

は1人）の氏名・住所・電話番号・参加種目

を記入し、次へ頚;送してください｡〒037市内
大字稲実字米Î f65-12今井;誠一電35-7672

．雨天の場合当日朝雨天の場合でも、必ず会
場に集合してください。10月9日が終日雨天

で試合ができない場合は、10月1011にII頂延と

なり、団体戦は中止となります。

◎主催五所ﾉII原市テニス協会

簡易保険創業の月記念プレゼント実施中
’10月Iま簡易保険創業の月。

｜郵便局ではお客さまへの感謝の意を込
‘めて記念プレゼントとして､『10月中に結

‘婚したカップノレ』又は『10月中に誕生し

・た赤ちゃん』に記念品を差し上げます。

i実施期階lは、平成6年10月1日～10月

'3'日までです｡詳しくは､郵便A耐jのかん
i雲セーノレスマンにお尋ねください。

伊

’

↓
．
！
Ⅲ

ウ

10月1日より、次のとおりとなります。

平日午前8時～9時。午後7時～8時。

(2|n|)^二世lノ

l士|曜日午前8時～午後5時

但雌に'極値1午前9時~午御2崎"分｜iその他は従来どおりです。

問い合わせ総務課狂34-32041
Lー一一一.

[契鐘犠聡蓑繍］
お気軽にごｲII談ください

弘前公証役場盆0172-34-3084
－.一一一一一一一

平成(̂ r-io月1日12

『

種目

一般男子
ダブルスA級

一般女子
ダブルスA級
一般男子
ダブルス B級
一

B級

レクリェーシ
ヨン団体戦

出場制限

制限なし

県テニス協会選手登録
者及びこれと同等の実
力を有すると判断され
る者は出場できない

制限なし

参加料
I

1組

3千円

料

開催日

10月9日

(日）

10月II!日
(月）

郵便物の時間外取り扱い時間の変更
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「もうお済みですか 	 ~  

L新しい印鑑登録証（カード）の引替え」 

回印鑑登録されノてすでに巨「1鑑登録言正（カード） 

印鑑畳録証 	 をお持ちの方は、新 

"I"i 	 しい印鑑登録証カも必 

／血gき、 	 要になります。 

iWI 	引替え期間 

I気‘」志ふ ,'.'I‘」詳震需~、平 J戎 6年2月21日から “】'Ii 所川原市』具壁避L ’ノり内、J1 ーノ」一’→“ノ 
ー 過翼“奥」 平成 7 年2月20日まで 

新登録証 	 1年間 

この期間内に印鑑登録証（カード）の引替えを

されない場合は、従前の登録は無効となります。 

印鑑登録証（カード） の引替え場所 

＊本庁へ印鑑登録をされている方は市民課窓口へ

＊支所へ印鑑登録をされている方は支所の窓口へ

引替え印鑑が必要になります。 

@）代理人により引替えをさわ,る方 

印鑑登録証（カード） 及び代護翌太の印鑑を

持参させてください。 

@）新規登録及び改印の手続きをされる方 

新規に登録されノる方又はすでに登録されて

いる方で改印されJる方は本庁＝（市役所市民課）  

でのみ申請を受fn、たします。  

この制度改正は、従来の手書の証明書からコ 

ンピュータによる処理を導入し、 より速く正確 

に 	という声におこたえするものです。 

印鑑登録証（カード）の引替えをされノますと

証明書は本こ庁、支所のどちらでも受領できます。 

問い合わせ 市民課（内線 277-279) 

防衛大学校、防衛医科大学校学生コ 

	及び看護学生募集/1 
種目 募集資格 受付期間 第1次試験 

防
 
衛
 
大
 

平成7年4月1 
日現在18歳以上 
21歳未満の男子・

及び女子 

平成 6年 

10月 3 日 

S 
10月31日 

平成6年 
11月12日 

及び 
11月13日 

防
衛
医
科
大
 

平成 7年4月1 
日現在18歳以上 

21歳未満の者 

月zJ戎 6年 
10月 3 日 

5 
10月27日 

平成 6年 
11月 5 日 

及び 
11月 7 日 

看
護
学

生
 

平成 7年4月1 
日現在18歳以上 
22歳未満の女子一 

平成 6年 

10月 3 日 

5 
10月31日 

平成 6年 
11月 9 日 

問い合わせ 市役所市民課（内線 262）又は、 

自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所 

(1：所川原市栄”Ff34-5 胃 35-2305) 

13 平成6年10月I日  

""""pJ、p●●” """'pppJ)J,J 

讐41警学祭 I 

日日寺 10月29日（土）午後 1時～午後5時 』 
' 

10月30日（日）乙F前1011寺～lF後 311寺 , 
会場 市働く婦人の家（市内新町） 	よ

テーマ 心のかけはし 

イペント（講演） 	 よ 

器沢器慧 (29t 維lK4(30 Lq 1 I1)。分） I 

そのほか、「喫茶コーナー」、「バザー」、 よ 

「健康チュックコーナー」、「軽食コーナー f 
(30日）」など楽しいイベントがたくさん・ f 

繊蒸鴛 ri-oi1E' L-tliごb 
学院祭実行委員会・自治会 	f 

""ppp”●’●●” ,,,,p,,J,pJ)ppJ) 

《秋》の行政相談週間 
=10月16日～10月22日＝ 

ネ目談日 

）とき 平成 6年l0月17日（月） 

午前 9時～12時 

>ところ 市役所総合サービス課 

併江財目談室） 

>問い合わせ i市役所総合サービス課 

（容35-2111 内線281・282) 
>行政相談員 田中文雄・浮田長一郎 

お気軽にご相談くださ凶 

＊役所等への手続きをしたいがどうした

らよレ、カ・。 

＊道路や但Ij 静が破損したり、交通安全施

設がなくて危険である。 

＊騒音、振動、悪臭等公害に悩まされている。 

＊登記、国土調査、農土也、年金等でのこ

とで困っている。 

＊夫婦のいざこざ、遺産相続、姑と嫁の

不和などで恨iんでいる。 

儀鷲鷺緩鷲4.S.rl2jI申し 
け付けております。 

平成6年9月26日（m 
~ 10月14日（金） 

せ 住宅金融公寧東北支店 

227-5003) もしくはお近くの金

でお願いします。 

印鑑畳録証 
"II', 

PPPPPPPPPPPPPPPPPルクpppppppppp

；＃市立高等看護学院
｝第4回看学祭＃
f日時10月29日(士)午後1時~午後5時，：j

P10月30日（日）午前10時～午後3時J，

＄会場市働く婦人の家(市内新町）；
；テーマ心のかけはしド
ドイベント(講演），j

I織田隆玄先生(29日午後1時40分>{
j滝野沢直子先生（30日午後1時)p

）そのほか､｢喫茶ｺー ﾅー ｣､｢バザー 』、＄
；｢健康チェックコーナー｣､｢軽食ｺー ﾅー ＄
{(300)｣など楽しいイベントがたくさん…＄
Iまた、中･高校生への｢看護の道｣進；
,路相談も行います。

I皆さんのおいでをお待ちしてぃ童す〃；鰯
＄学院祭実行委員会・自治会f
ppppppppppppppppppppppppppppp

轍懸溺 刀弓|唇

◎印鑑登録されてすでに印鑑登録証（カード）

印鑑登録証一－1をお持ちの方は、新
｛'‘“;Iしい印鑑登録証が必

③禽騨護熱:巽
新登録証 1年間

この期間内に印鑑登録証(カード)の引替えを

されない場合は、従前の登録は無効となりますろ

印鑑登録 証（カード）の引替え場所

＊本庁へ印鑑登録をされている方は市民課窓口へ

＊支所へ印鑑登録をされている方は支所の窓口へ

引替え印鑑が必要になります。

◎代誰豊鑑冒|軍菩董漂理血の印鑑を
持参させてください。

◎新規登録及び改印の手続きをされる方

新規に登録される方又はすでに登録されて

いる方で改印される方は本庁(市役所市民課）

《秘溌の行政相談週間J
=10月16日誇髄0月重建白＝

囲璽画
しとき平成6年10月17日（月）

午前9時～12時

し と こ ろ 市 役 所 総 合 サ ー ビ ス 課

（市民相談室）

し問い合わせ市役所総合サービス課

（猛35-2111内線281.282）

し行政相談員田中文雄・葎田長一郎

でのみ申請を受付いたします。

この帝I]度改正は、従来の手書の証明悪からコ

ンピュータによる処理を導入し、より速く正確

に……という声におこた えするものです。

印鑑登録証（カード）の引替えをされますと

証明書は本庁、支所のどちらでも受領できます。

問い合わせ市民課（内線277～279）

お気尊淫にご才目冒炎ください

騨刀
万徹底 ＊役所等への手続きをしたいがどうした

ら よ い か 。

＊道路や側溝が破損したり、交通安全施

設 が な く て 危 険 で あ る 。

＊騒音､振動､悪臭等公害に悩まされている。

＊ 登 記 、 国 土 調 査 、 農 地 、 年 金 等 で の こ

とで困っている。

＊夫婦のいざこざ、遺産相続、姑と嫁の

不和などで悩んでいる。

f7A君誰畢と
“

蕊謹蕊問い合わせ市役所市民課（内線262）又は、

自衛隊青森地方連絡割;五所ﾉII原募集事務所

（五所ﾉII原市栄町34-535-2305)

13平成6年10月，日

種目 募 集 資 格 受付期間 第1次試験

防
衛
大

平成7年4月1

日現在18歳以上

21歳未満の男子

及び女子

平成6年

10月3日

＄

10月31日

平成6年

11月12日

及び

11月13日

防
衛
医
科
大

平 成7年4月1

日現在18歳以上

21歳未満の者

平成6年

10月3日

＄

10月27日

平成6年

11月5日

及び

11月7日

看
護
学
生

平成7年4月1

日現在18歳以上

22歳未満の女子

平成6年

10月3日

＄

10月31日

平成6年

11月9日



交通安全は家庭から 

交通事故概況（難競現イIう 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 ヲロ,i川原iii管内 

子芭生 5
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  ( ）内【 Lif年対比 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

＝元気半島をめざしてノ＝二 

「
「半島活性ィヒシンポジウム’941 n津軽」］ 

津軽半島活r'IJ 化実行委員会（会長五所川原市

長佐々オこ栄造）では、 「元気半島～つがるの海 

・つがるの空・つがるのj」丘l～」をテーマにシン 

ポジウ j,、を~昔」催いたしま・す。 

このシンホジウムは．津軽半島の豊かな自然 

や独特の歴史ヌ:1ヒをi語り．半島の新時代に挑戦 

する心意気を全国に発信するものていす。 

市民の皆様の多数のご来場をお待ちしており 

ます。 

1 ．開催日時 平I或 6‘準10月20日（木）12時～ 

2. 開催場所 市内幾世森】ふるさと交流圏民 

センター 

3 ，主催 国土I宇、青森県、津軽半島1舌性化シ 

ンポジウム実行委員会 

4 ．協賛 （-f珠）東北‘電力、 （楊ミ)IIj森銀行 

（相ミ）み，ちのく I銀行 

5 ．内容 

・記念講I寅 

・パネル＆フロアディスカッション 

「津軽半島元気L I F E-海・空・」風～」 

コーディネーター ニI"： 勝彦 

ノぐ ネ ラ ー 	シャロン・ケリー 

古川 政幸 

角III 	周

駒嶺 剛ー 

※入場料は無料です。 

ン問い合わせ 

市役所企iiiiii澗整課 

雪 35 -2111 （内新ミ 315・318) 

生活講座受講生募集働く婦人の家 

青森婦人少年室共俗判f業 

〈布の花作り教室〉 

～手軽にできる布の花で 

くらしの中にやすらぎをノ～ 

日日寺 10月12目（7k）、 13日（木）、 14日（金） 

午後 6時30分・～ 81昨30分 

講師 「花・とあえ」 

店主 長 内 慧二了‘ 

募集人員 20名（定員になり次第締め切らせて 

いただきます） 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性 

受講料 無料（但．し1オ料費は負社l騒iいます） 

申し込みと問い合わせ 

圧所川原市新田」ーイ動く婦人の家 合35-8898 

平成6年】0月 1 日 14 

三種混合（百日ぜき、ジフテリア、 

一 破傷風）ワクチン接種 
ン対象児 生後3 )j )J --l8j )j 

(n期分については、昨年I期終了した幼児

に限り48カ月以上でも接種できます0 
）実施期間 

I期1回目10月11日因・12日困・13日目j・14日岡・15目日） 

2回目11月 9 日困・10日困・11日囲・12日田・14日山〉 

3回目12月 8 日困・9 日囲・10日田・12日田）・13トI（火） 

II期 12月の日程で接種してください。 

）実施方法 次の医療機関での接種となりますので対

象者は直接医療機関で接種を受けてください。 

ン注意事項③接種の際は、必ず母子健康手帳と予防

接種の間診票に必要事項を記入のうえ持参してくださ

い。⑤ 3回同じ医療機関で接種してください。 

. ＠実施医療機関および受付時間 

医療機関名 
受 付 時 Uり 

ー
 
 
、
 
 備
 
考
 

午 前 午 後 

江渡内科医院 
8 】 30- 

11: 30 
1:30--- 

5 : 00 
土曜日 
午後 3 】叩まで 

、一
児
 

'
1
医
 
科
院
 

兼
小
 
平

ョ
」
 
科
 

 

9：α〕～ 
12 : 00 

1 】 30- 
5-00 

土曜日 
午前 9 :O0-12:00 
午後 I :30-3:O0 

佐 藤 内 科
小 児 科 医 院 

8 : 30-
ii: 30 

2 : 00- 
4 : 30 

木
  
土
午
 
曜

後
 
目
朱
 

跡
ッ
 

西北中央病院 
3 : 00- 

3 : 30 
1
19
9
  

0
・
→2
  

。‘
l
n乙
 

月
月
月
 

1
1
1
 
4
4
3
 

 

1
1
●
よ
 瀬

ク
 

J
リ
 

内
ッ
 
科

ク
 

ニ
  

8 】 30-- 
12 : 00 

2 】 00- 
5 : 30 

土曜日 
午後休診 

'“児
 

β・対
小
 
馬

l
 

・
医
 
科
院
 

科
  

1 : 30- 
3:00 土曜日 休診 

胃
 

J
J
 

 
冨
内
 
田
科
 
科
院
 

 

9 : 00-- 
12 : 00 

2 : 00- 
5:00 
本
 
土

午
 
曜

後
 
目
休
 

診
  

都谷森小児科医院 9 : 00--- 
12 : 00 

1 : 30- 
5:00 

土曜日 
午後休診 

永 田 小 児 科
内 科 医 院 

8 : 30- 
12 : 00 

1 : 00- 
5 : 30 

木、土曜 I.' 
午後休診 

自生会胃腸病院 
9 : 00--
ii: 30 

土曜日 
午後休診 

増 田 病 院 9I叩～ 
ii: 00 

2 : 00- 
4 : 00 

土曜 I-I 
午後休診 

三 好 診 療 所 
10: 00- 

12 : 00 
2 : 00- 

3:00 
土曜日 

午後休診 

森 田 診 療 所 
9 : 00--

U: 00 
2 : 00- 

4 : 00 
'1一
h「
 

曜
前
 
日

1
I
 

叩
 
ま
 
で
 

｢三種混合鰯言三二鵡種］
＝元気半島をめざして./＝

｢｢半島活性化ｼﾝジｳﾑ'94in津軽｣刃し対象児生後3カ月～48カ月

（Ⅱ期分については、昨年I期終了した幼児

に限り48ヵ月以上でも接種できます。

し実施期間

I期1回目1(1月11日㈹･¥2日(洲･13IIW-M日(*H5日tけ

2回目!!月9日姻・1011齢11日鯛・12日出･14tI(月）

3回目12月8日㈱･9日㈲･10日㈹･'2日偶)･13日㈹
II期12月の日程で接種してください。

P実施方法次の医療機関での接菰となりますので対

象者は直接医療機関で接種を受けてください。
P注意事項③接種の際は、必ず母子健康手帳と予防
接種の問診票に必要事項を記入のうえ持参してくださ
い。⑥30同じ医療機関で接種してください。

F◎実施医療機関および受付時間

津軽半島活'|生化実行委興会（会抵五所ﾉiiw;市

長体"々木栄造）では、「元気半島～つがるの海

。つがるの空・つがるの風～」をテーマにシン

ポジウムを|淵ｲ椎いたします-．

このシンポ'ジウムは、津峰半¥;方の磯かな自然

や狐l特の歴史文化を語り、半島の新時代に挑戦

する心意気を全国に発信するものです。

市民の皆様の多数のご来場をお待ちしており

ます。

1．開催日時平成6年10月20脚（木）12時～

2．開催場所市内幾世森：ふるさと交流鯵I氏
センター

3．主催I玉l土庁、青森蝶、津軽半‘酷活‘性化シ

ンポジウム実行委員会

4．協賛（粉ﾐ)東北龍力、（株)青森銀行

（株)みちのく銀行

5．内容

・記念諭；減

〃

。／ぐネノレ＆フロアディスカッション

「津#藍半‘齢元気i.ii-!:～海・空・風～」

コーディネーター菅l勝彦

ノ母ネラーシャロン・ケリー

古ﾉII政幸

角田周

駒嶺剛一

※入場料は無料です。

吟問い合わせ

市役所企画綱整課

云35－2111（内線315．318）
《
Ｌ

青森婦人少年室共催事業

〈布の花作り教室〉

～手軽にできる布の花で

くらしの中にやすらぎを./～

日時10月1211(水）、1311(AO、11II(金）

午後6時30分～8時30分

講師「花・とあえ」

店主長内愁子

募集人員20r.(定員になり次節締め切らせて
いただきます）

対象者市内に住所又は勤務先を有する女‘性
受講料無料（但し材料礎は負担願います）

申し込みと問い合わせ

五所ﾉII原市新町働く姉人の家査35889S

一交通安全は家庭から

交通事故概況(溌猫現在）
五所川原市交通安全対策協議会

（）内は前年対比

一見てるだろう止まるだろう人に棚るなI'l分の安全一

平成6年10月1日//

医療機関名

江渡内科医院

兼平内科
小児科医院

佐藤内科
小児科医院

西北中央病院

瀬川内科
クリニック

対馬内科
小児科医院

}（田胃腸科
内科医院

都谷森小児科医院

永田小児科
内科医院

白生会胃腸病院

贈田病院

三好診療所

森田診旅所

受付時間

午前

8：30～

11：30

9：00～

12：00

8：30～

11:30

8：30～

12：00

－

9：00～

12：()0

9：00～

12：00

8：30～

12：00

9：00～

U:;)

9：00～

11；()0

ID:ihi-

12：00

9：00～

11:oo

午後

1：30～

5:00

1:30-

5．00

2:oo-

i3(1

3：00～

3：30

2：00～

5：30

1:30-

3:0(1

2：00～

5:o0

1；30～

5：00

1：00～

5：30

’

2:0o-

1:00

2：00～

3：00

2:00-

4：00

備（考

土|服日
午後3：00まで

土曜日
午前9:00~12:0(1
午後1:30～3:00

木、土I曜日
午後休診

10月;:,12,I;日
11月9,11,Mil
12月9,12,1311

土曜日
午後休診

土曜日休診

木、土曜日
午後休診

土捌濯日
午後休診

水、土曜H
午後休診

土曜日
午後休診

土曜日
午後休診

土曜日
午後休診

土曜日
午前11:00まで

生活講座受講生募集働く婦人の家

発生

死者

傷許

蝿内

5，689
(+171)

84

(－15）

7,012
(十253）

諏所ﾉHDi':市省二内
252

(＋17）
4

(＋1）

299

(十24）



イ L⑨月櫛無肖 

、  市役所 r35ーユ111 J 

恕窟糾る健康相談室 
ン対象 五所川原にお住まいの力ーぐ’．ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

ン内容 血圧相談、病気の札礎ミ、心の相談 

健康についての話し 

ン料金 無 料 

F::'持参するもの イ建康手帳（お持ちの方） 

保f建婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

小
婦
 
曲

人
 
農
の
 
村
家
 

 

10月12日 
（水） 

10: 00 
、 

12 : 00 

死亡率の高い肺がん 

(11 :I30-42 : 00) 

コミュニテ 
イセンター 

栄 

10月13日 

（木） 
成人病の相談 
子供の相談 iO \: 00-42 】 00 

13 : 00-14 】 00 

北新集会所 
10月13日 

（木） 

12: 30 
s 

13 : 30 

湊 団 地
集 会 所 

10月14日 

（金） 

9 : 30 
5 

12: 00 

乳がんの自己検査法

をやってみましよう 
(10 : 00-10 : 30) 

共栄集会所 
10月17日 
（月） 

ii: 00 
、 

12 : 30 

血圧と上手にっきあ
う方法 
(12 : 00-12 : 30) 

コミュニテ
イセンター 
敷 	島 

10月19日 

（水） 

●
●
く
一

・
・
 

ハ
く】
 

に
J
  

1
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

ころばぬ先の骨粗し
よう症予防 
(14 : 30-15 : 00) 

松島会館 
10月19日 

（水） 

10 : 00 
C; 

ii: 30 

更年期の女性の健康 

(11 : 10-11 : 30) 

毘沙門・長富
コミュニテ 
イセンター 

10月19日 
（水） 

・
 

・
 
、

ー
 
・
 
 

1
 
1
 
0
 
2
 
3
 
0
 
0
 
0
 

 

あなたのストレス・
コントロール法 

(11 : 30-42: 00) 

平町公民館 
10月21日 
（金） 

13: 00 
C) 

15: 00 

顔色は健康のバロメータ 
ー～顔色を見る方法～ 

(14 : 30-iS : 00) 

コミュニテ
イセンター 
飯 	詰 

10月21日 
（金） 

10: 30 
5 

12: 00 

寝たきりになっても 
困らないために 

(10 : 30--10 】 45) 

十集
 
川
会
 
町

所
  

10月24日 

（月） 

13: 30 
、 

15: 00 

高橋沙衿ちゃん（石岡・藤巻） ' 
母・まゆみさん 大好きな歌を聞くと、静こ

に合わ・せて踊りだします。よく食べ、よく遊び、 

これからも元気いっぱいに育ってほしいですね。 

※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓な

どの内臓機能の働きをI調べる血液検査を行い、 

後日結果をホ3知らせします。 

期 日 時 	間 場 	所 

10月3 日 

（月） 

午前9時30分か
ら午後 3時まで 

県立五所川原 
農林高等学校 

10月21日 

（金） 

午前9時30分か
ら午後 2時まで 

五所川原 
第ー高等学校 

成分献血 
希望者は10月14日まで保健環境課（内線269) 

へご週I絡願います。 

」寿」 	日 日寺 	uIprり 場 	所 

10月17日 

（月） 

午前10日寺カュら

午後 3時まで 

鎌二谷コミュニテ

イ防災センター 

みんなの健康教室 
ン日時 10月28日（金）午後 1時から ~ 

ン場所 「lH呆健センター 

>講師 兼平亘 先生（兼平内科小児科医院） 

＞テーマ 日常生活の中の薬 

Lと主催  北五医師会 市民保健協議会 ~ 

I 

一
 

院
 

ー
 

フ
 
国
 

会
 

15 平成6年10月I日 

  

    

の篤鵬感 ｡満1歳

室康相談室」
身も
さつ

,心も
ばり守る健 康 *

吟対象五所ﾉII原にお住：まいの方で、ご自身及

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方

し内容血圧相談、病気の相談、心のｲmm

健康についての話し

し料金無料・

し持参するもの健康手帳（お持ちの方）

保健婦が相談に応じます

､高橋沙誇ちゃん (石岡・藤巻）

母・まゆみさん大好きな歌を聞くと、歌

に合わせて踊りだします｡よく食べ､よく遊び、

これからも元気いつぱいに育ってしましいですね。

に 嫌議議移動採鐘蒙弱
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・I腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる.血液検査を行い、

後日結果をお知らせします。

やI成分献血1成 献血
希望者は10月14日まで保健環境誤坐（内線269）

へご連絡願います。

[み(Zなの健康教室}’
P日時10月28日（金）午後1時から

い場所市保健センター

し講師兼平亘先生(兼平内科小児科医院）

Pテーマ日常生活の中の薬

医 主 催 北 五 医 師 会 ・ 市 民 保 健 協 議 会

15平成6年Ill月1日

開催場所

小曲農村
婦人の家

コミュニテ

ィセンター

栄

北荊喋会所

湊団地
集会所

共栄集会所

テ
ー
島

二
々
／

ユ
ン

ミ
セ

コ
イ
敷

松島会館

毘沙門･長富
コミュニテ

ィセンター

平町公民館

一
プ
ー
詮
叩

二
々
〆

ユ
ン

ミ
セ

コ
イ
飯

十川町
集会 所

開催月日

10月12日

(水）

10月13日

(木）

10月13日

(木）

10月14日

(金）

10月17日

(月）

10月19日

(水）

10月19日

(水）

10月19日

(水）

10月21日

(金）

10月21日

(金）

10月24日

(月）

開催時間

10：00

1

12:oo

子供の相談10:00～12:oo
成人病の相談

13：00～1l:(id

12：30

1
13：30

9：30

1
12：00

11：00

リ
12：30

13：00

1
15：00

10：00

リ

11:30

10：30

リ
12：00

13：00

1
15：00

10

12：

13；30

1
15：00

30

:00

はなしのテーマと時間

死亡率の高い肺がん

(11:30～12:00)

乳がんの自己検査法
をやってみましょう

(10：00～10：30）

血圧と上手につきあ

う方法
(12:00～12:30)

ころばぬ先の骨粗し
ょう症予防
(14：30～15：00）

更年期の女性の健康

(11：10～11：30）

あなたのストレス。
コントロール法

(11：30～12：00）

顔色は健康のバロメータ
-~顔色を見る方法～

(14：30～15：00）

寝たきりになっても
困らないために

(10：30～10：45）

日

10月3日

(月）

10月21日
(金）

間

午前9時30分か
ら午後3時まで

午前9時30分か
ら午後2時まで

場所

県立五所川原

農林高等学校

五卵||原

第一高等学校

』剛日

10月17日

(月）

時間

午前10時から

午後3時まで

場所

翁侭谷コミュニテ

ィ防災センター
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〈大ホール〉 
	

〈小ホール〉 

日
  

曜
  

催 	物 開 	演 入場料 口
H
 
 

曜
  

催 	物 開 	演 入場 li」ト 

1
  

土
  

五伊rJIIJJccilifIi制施行40周年
記念式典・ふるさと交流圏
民センター落成記念式典 

9 30--- 

●

1
  

土
  

9
]
 
 

日
  

n乙
 

日
  

五所川原合唱団定期演
奏会 

18:00- 
大 人 800円 

（当日）L000F'J 

小‘i端あ500700胃 
3
  

月
  

4
一
 

火
  3

  
月
  

（休館 日） 
に
〕
 
 
水
  4

一
 

に
】
 
 
(b
  

火
  

水
  
木
  

小松原庸子 スペイン 
・フラメンコ舞踊団 

18:30-- 
大人 3,000円 
(当 1U4.O(J(J19 
学と生】．ax耳11 

（当日) 1,50切り 
<
b
 
 

7
  

8
  

木
  
金
  

土
  

虫送りフオーラム 9:30J~ 無 	料 

［
ー
 
 

金
  

津軽ひろこ歌謡ショー 
I回目14:00--
2回目18:30- 無 	料 

9
  

日
  

月
  

毛利パイオリン発表演
奏会 

14:00~ 無 
只
〕
 
 

。
J
 
 

土
  

ロH
  

原かおりデビュー発表 
ム、 
= 

I回目15:00-
2回目18:00- 3,000円 

10 

火
 

水
  

10 月
  

火
  

（休館 日） 11 

11 新日本フイルハーモニ 
ー交響楽団 

19:00へ’ 
0
0
0
5
0
0
5
0
0
O
C
X
)
 

 

n
‘
口ーI
lI
'
 

 

4
3
2
1
  

S
A
B
学

席
席
席
生
  

12 （休館 日） 

13 木
  

金
  

アルフオンソ・モレー 
ノ ギターリサイタル 

19:00--- 
(!iあ2.脇P2. 5001 
高校生以1」 

αiH)1 .000i'I(i F)) I .20011 
12 水

  
木
  

（休館日） I 
13 、 

14 
14 金

  15 土 
15 土

  16 日
  16 日

  

五月りリ原青年会議所 
30周年記念式典 

13:00- 17 月
  

（休館 日） 

18 火
  

17 月
  

（休館 日） 

19 水
  

18 火
  

20 木
  

金
  

西北五地区老人クラブ
交流研究会 

10:00- 無 19 水
  

木
  

第33回青森県統計大会 10:00- 無 	料 

20 津軽半島活性化シンポ
ジウム’94 in 津軽 

12:00- 無 	料 21 
22 土

  21 金
  

23 日
  

第38回西北五地区高等
学校演劇合同発表会 

10:45--- 無 22 土
  23 日
  24 ロ刀

  
（休館 日） 24 月

  
（休館日） 

火
  25 火

  

市内小・中学校音楽発
表会 

9:00- 無 	料 
25 
26 水

  
26 水

  
27 木 

27 木
  

28 金
  

28 金
  

曹洞宗梅花流青森県泰
詠大会 

9:30-- 無 	料 29 土 
NHK公開セミナー趣
味の園芸 

13:30- 無 

29 土
  

30 口
H
 
 

バトルライブ増刊号 
（ライブコンサート） 

13:00- 
日
J
 
“
一
 

巾
ョ
 

0
、
？
0
  

6
0F
l8
0
 

 

30 日
  
西北五合唱祭 12:00- 無 	料 

31 ロH
  

（休館 日） 31 日
  
（休館 Ii) 
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十

月
十

ニ
日

（
水
）
午
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四
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五
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五
分
間
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五
所
川
原
市
の
「
観
光
ビ
デ
オ
」
放
送
青
森
放
送
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
）
十
月
十
一
百
（
水
）
午
後
四
時
五
十
五
分
～
五
分
間

○

一
ｋ

○

5

伊

’
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一
－

日 曜 催 物 開演 入場料。 日 曜 催 物 開演 入場料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

L

日

月

火

水

木

金

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

●』

日

月

火

五節II原市市制施行4胴年
記念式典･ふるさと交流圏
民センター蕗成記念式典

所
会

五
奏

川原合唱団定期演

(休館日）

小松原庸子スペイン
･フラメンコ舞踊団

津軽ひろこ歌謡ショー

原かおりデビュー発表
会

(休館日）

新日本フィノ
ー交響楽団

ﾚﾉ、－モニニ

(休館日）

五節II原青年会議所
30周年記念式典

(休館日）

第33回青森県統計大会

津軽半島活性化シンポ
ジウム'94in津軽

(休館日）

市内小・中学校音楽発
表会

9:30～

18:00-

18:30～

1回目14
2回目u

1回目!.

2回目181

19:00～

0

13:00～

10:00-

12:00～

9:00～

一
一

０
０
Ｊ
３

〕0～

:0o-

800円
000111
5001ⅢI
700I工I

人

蟻
大
管
心

(?I

７
７

人
日
生
日

大
管
学
瞳

無料

3,000円

4,000円
3,500円
2,5001'1
1.00()円

隅
席
瀧
生

ｓ
Ａ
Ｂ
学

無料

曲f
jEL， 料

無 料

)00円
)00円
)00円
j00円

26

27

28

29

30

31

水

'卜

金

』

日

月

曹洞宗梅花流青森県奉
詠大会

西北五合唱祭

(休館日）

9:30～

12:0()～

料

無料

27

28

30

31

木

金

_L‐

日

月

N11K公開セミナー趣
味の園芸

バトルライブ増刊号
（ライブコンサート）

(休館日）

13:30～

13:00～

料

(SOON
(当日）

800111

'一

1

2

3

4

F

D

6

7

8

9

10

11

12

_L
一

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

虫送りフォーラム

毛利バイオリン発表演
奏会

(休館日）

9:30～

14:00～

無料

料

13木
アルフォンソ・モレー

ノギターリサイタル
19:00～

大人2．00｛
(当日)2.501
商校生以下

1，001
(当日）1,201

1i

15

16

17

18

19

20

21

23

24

26

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

(休館日）

西北五地区老人クラブ
交流研究会

第38回西北五地区高等
学校演劇合|司発表会

(休館日）

10:00～

lOM.l-

料

無料


